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ロコンポER
コンポER工法はウレタンゴムとFRPを組み合せた全く新しい複合防水工

法です。ウレタンゴムの柔軟性とFRPの剛性が一体となり軽くて強靱な防水

層を形成します。

■特長 ■用途

●屋上の軽梵化がはかれます。

●耐亀裂性に俊れています。

●屋上庭園

●屋上駐車場

●一般屋上●耐摩耗性、 耐衝繋性、 耐久性に優れています。

●美しい仕上りて｀意匠性に優れています。

●お問い合わせは

●ヘリポート

dP和”てルー7ィン'1.,誼式am
東 京 〒103東京都中央区東日本橋3-6-18 NFピル6F

ff (03)3639-853閲 FAX(03) 3639-8536 
名 古 屋 〒460名古屋市中区丸の内2-19-25 YH丸の内ピル9F

ff (052) 212-4951囮 FAX(052) 2 I 2-4955 
大 阪 〒541大阪市中央区本町4-4-17 山三本町ピル

ff (06)282-4151囮 FAX(06) 282-4 I 55 

製造元 ］］IC:*e拿インキ化ヒ零エ攣鵡式〇紅
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通気複合防水工法・・・・・ダイナミックシートSRと

塗膜の複合防水工法による、強靱さと、

抜群の耐久性と、美しい仕上がり

日 年E-

新
し
い
時
代
の

要
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に
応
え
る

•ふくれない

・はかれない

・やぶれない

・施工性が良い

・リフォームに最適です
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非歩行から重歩行まで

ベ‘／ルウェッf-RC工法
ポリウレタン系

リフォームに最適／．／

複雑固所にも施工できる II
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安全て決遍な弾力性

1’lルワェッf-F工法
ポリウレタン系半艶型

ソフトな歩行感 ．I/

o¥ ̀ce 

Kanebo0んcFeatures&Benefits 

……時代とコミュニケーション……
1”lルワエサー屋外鋪装工法

”“'エサー防塵カラー塗装
””エサーK工法””エサーE工法ね＇つし‘}ンでノンヌ Jッフ エポでシ乙

スド＼ンフ・サ・コンクJ-ド・クラやス 戸遣1主宅から超璽層ご‘ルまて

KBKコンクリ→ KBKシーリンク工法
補修工法 1 二□讐芦ご〗

喜` 戸`宍9塁l ／夏：： タイプ）
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本社・大阪営業所
東京営 業 所
名古屋営業所
静 岡営 業 所
広 島出 張 所
福岡出張所
四国営 業 所

h*士占•エヌエスシー株式会社
〒562大阪府箕面市船場西l-6-5カネポウ千里ビル TEL (0727)28-4705 FAX (0727)27-2194 
〒l02東京都千代田区平河町l-3-13菱進平河町ビル TEL (03)3263-4701 FAX (03)3263-4705 
〒450名古屋市中村区名駅4-l7-l9鐘紡ビル 丁EL(052)583-8606 FAX (052)583-8608 
〒4陀静岡市登呂5-ll-l TEL (054)282-1287 FAX (054)282-2077 
〒733広島市中区舟入幸町8-llサンケイ ・八イム TEL (082) 234-9322 FAX (082) 234-9323 
〒810福岡市中央区大手門3-7-19 TEL (092)715-5378 FAX (092)752-0024 
〒761香川県高松市室新町3-5 TEL (0878)66-2287 FAX (0878)66-2296 
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耐水・耐アルカリ性不織布 「SSシート 」によ り

水蒸気圧を拡散、旧防水層のふく れをも防止しま

す。

●亀裂応ガ｀大’'の塗膜工法

防水層「ソフラ ンシール」はssシートによ って

下地と隔絶しているため、コンクリート下地の挙

動 ・亀裂にも影響されません。

ウレタン塗膜防水材の決定版

トー9-"-,=.,＇ 土—鼻
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常
温
で
硬
化
さ
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弾
性
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目
の
な
い
防
水
膜
は

主
剤
と
硬
化
剤
、
二
成
分
の
混
合
攪
拌
に
よ
る
ソ
フ
ラ
ン
シ
ー
ル
。

匹臼］ 東 洋 ゴ ム 工 業 株 式 会 社 東京本社 〒151東京都渋谷区干駄谷4-24-15TEL: 03-3404-6219 

建設資材販売部 大阪本社 〒550大阪市西区江戸堀1・17-18 TEL: 06-441-1698 

りヽ



| 1成分湿気硬化型ウレタン塗膜防水材 特許製法 I

シラールス―バ―
吋 未
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三井が明8の環境を創造します。
均ーな物性

- ... 

液
の
超
威
力
。

1液型のため従米 2液型て起こりがちだった主剤，硬化剤の

計乱 ・配合ミスによる物性不良を起こすことがありません。

］液型のため混合樅拌の必要がなく ，混合不良による未硬化等の心配がありません。

攪拌が不要て‘すから巻き込み泡が発生せず，物性の低下がありません。

作業の合理化

1液型のため樅拌作業の必要がな〈，作業省力化力噌十れます。

附缶後．直ちに作業がてきるため効率の良い作業がてきます。

攪廿湯所ヵ可凄て．．作業の汚れ力腎滅されます。

優れた特性

特殊な硬化機構のため，従来の湿気硬化型の欠点てあった硬化時の発泡がありません。

JIS A 6021屋根用塗膜防水材ウレタンゴム系 1類に合格しています。

速硬化性てす。

廃材処理

缶に付着した材料は必ず硬化するため，｝兒棄処分が容易になります。

⑥ 三井東圧化学株式会社
ウレタン事業部／〒100東京都千代田区霞ヶ関3丁目2番5号（霞ヶ関ピル）ff03(3592) 4 703 

大阪支店ff06(446)3797 名古屋支店合052(962)2487 福岡支店云092(271)8591 札幌支店ff011(231)2944 



1成分湿気硬化型ウレタン塗膜防水材

サンシラールスーハ~1
未硬化を追放！
無発泡・速硬化

｝ 
1液型の為配合，混合挽拌の

必要が無く，混合不良，配合

ミス等による未硬化の心配が

ありません。

攪拌の必要がないので，作業

の省力化が図れ，効率の良い

作業ができます。

従来の湿気硬化型の欠点であ

った硬化時の発泡がありません。

パルコニーにウレタ ン塗膜防水を行う

場合，クーラーの室外機が設箇されて

いることが多く，段取りに意外と手間

が掛かっていました。

その工程を大幅に縮小出来るとともに，

労力を軽滅することを可能にした「サ

ンシラールクーラーマット」。

「サンシラールクーラーマ ット」の上

層はウレタンゴムで形成されており，

ウレタン防水とよく馴染み，完全に接

着し ます。
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立ち上がり用ウレタン仕上げや
下地樹脂モルタル等のナラシに。

● 仕上げがきれい！

● お手入れ簡単 手を汚さない ！

〶 • サイニ自由自在’
「サンシラール・ファン」は，改修工事の施工過程にお

いて従来の脱気筒，あるいは新たに設置した脱気筒の上

に榎い被せて作動させることにより，強制的に空気の流

れを発生させ，下地の乾燥を効果的に行うものです。

7□□□/ ntm 15mm 

野口闘産楠ヰ合ii
本 社 東京都練馬区豊王北2-16-1 横浜営叢所神奈川県横浜市港南区下永谷3-72-19 千葉営叢所千葉県千葉市花見川区犠橋町185-3

〒176 TEL 03-3994-5601囮 〒233TEL O 4 5-8 2 6-2 2 2 1的 〒281 TEL 043-286-1101的
FAX 03-3994-1091 



私はビルの名匿です。
10年槙診を受けましょう。

経済的な屋根防水

セビロ:,改修防水工法

＾ ＊ 
冒

、A
Y ＂＂ 令 悶 総合防水メーカー 東京 -03(5644)7221 （代表） 福岡 0092(451)1095（代表）

口lfi日新工業椋式会社 ；兵
干 葉 ft043(245)0201 （代表） 札幌 ft011(281)6328（代表）

叩 5(316)7885（代表） 仙台 ft022(263)0315（代表）

宮 ft048(642)5811（代表） 広島 ff082(294)6006（代表）

阪 noo(533)3191（代表） 高松 ff0878(34)0336（代表）

営業本部■103/東京都中央区日本橋久松町9-2 !!03(5644)7211（代表） 名古屋 ft052(933)4761（代表） 金 沢 ft0762(22)3321（代表）



4 ASAHI GLASS COMPANY 

ウレタン原料の総合メーカー—旭硝子株式会社

ウレタン塗鄭琢システム

gっ9C’え＇
（ 屋根用塗膜防水材 ） 

●一般密着S口工法
歩行用Tカラー仕上げ

歩行用押えモルタル仕上げ

非歩行用丁シルバー仕上げ

●スポーツ床兼用HD工法
歩行用超厚塗りTカラー仕上げ

●通気・緩衝AV工法
歩行用Tカラー艶消し仕上け

非歩行用Tシルバー仕上げ

●サラセーヌTフッ素
超耐候性弾性フッ素樹脂塗料

●サラセーヌS
超速硬化ウレタン／スプレーシステム

●サラセーヌQ
速硬化ウレタン／塗膜防水材

高
信
頼
の
防
水
層
を
3
位一

新
し
い
防
水
技
術
と
技
能
者
の
養
成
に
は
、
特
に
力
を
注
い
て
い
ま
丸

●塗り床材
ウレタン系・エポキシ系

旭硝子株団会社
く発売元）

旭硝子コ—トァ叫ドレヨコ株式会社
本社／〒 I04東京都中央区八丁堀2-23-1（エンバイヤピル） TEL03 (3297)0341的

仙台営業所云022(299) 6365／東京営業所云03(3552) 430 I囮／横浜営業所 云045(661)0129

名古屋営業所 合052(703) 1285／大阪営業所 も06(453)6401／九州営業所 合092(431) 5154 

旭硝子昧札幌支店化学品課 合011(212)3878 

で
構
築
。
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初期性能
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劣化曲線

■建物の劣化と改修サイクル
改修サイクル

建物の劣化は避けられません・9・規模・経年数・地域など

様々な要因でその状態は異なります。それぞれの建物に

的確な診断と完蟹な改修工事が必要です。

防水の総合メーカー田島ルーフィングが供給する信頼

性の高い防水材料・防水工法を十分に活かす技術者集団

「全国防水改修工事業団体連合会（略称：全改連）」のメ

ンバーがお応えします。防水のプロフェッショナルと外

壁工事のプロフェッショナルがチームを組み全国ネット

で組織的な防水・改修工事を行なう唯一の組織「全改連」

こそ高いクォリティーの“仕事”をおみせできます。

地元の「全改連」メンバーにこ相談下さい。

患！ 全国防水改修工事業団体連合会

V鴨）に2£翌‘巴。を含社大阪 ：〒550大阪市西区京町堀 1-10-5 電話(06)443-0431 

建物の限界性能

改修しない・合の嗣用年霞
I l 

f 

Maintenance and Modernization 

〈維持保全と改良保全〉と訳します。

「リフォーム」に変わり、新し〈「改脩jを目指

す言葉です。リフォームが単に時代の流行で

はなく、そしてただ故障の部分を直せばいいと

いうのでもなく、本当に建物とそこにすむ人々

のことを考えた建物改修を目指す、幅広く奥

行きのある思想のことを言います。

関東防水管理事業協同組合 東洒防水管理事業センター

関西防水管理事業協同組合 北陸防水改修事業センター

北洒道防水改修事業センター 中国防水改修事業センター

東北防水改修工事協同組合 九州防水改修事業協同組合
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■用途
シーリング材打設後の保護養生。

■特畏
l ．目地幅5mm-50mmに対応てきます。

2 ．各種被着体への使用が可能て‘す。

3 ．特殊紙を使用しているのて；降雨時ても使用てきますく

4 ．被着面への粘着材残りがありません。

5 ．焼却処分することがてきます。

l3 
発売元

光鸞疇■繰式会社
〒177 東京都練馬区上石神井 1-20-6第3光栄ピル

ff03(3928)581 I FAX03(3928)5991 



会誌第18号発刊にあたり
ご挨拶

日本ウレタン建材工業会

会長大津山峻茂

関係官庁，学界および設計事務所，ゼネ コンの皆様には日頃よりウレタン建材には深く

ご理解を賜り，この場を借りて厚く 御礼申し上げます。本年の夏は記録的猛暑に見舞われ，

各地悲喜こもごもでありました。当化学業界では各工場，産業用水の不足で苦労したのも

昔 日の感があります。

さて，バブル崩壊から長引く建設不況の中にありながら，改修市場の比較的堅調な底支

えがあり，ウレタン建材はここ数年来順調な出荷量を確保する事が出来ました。これはウ

レタン防水材が改修材料として深く根づいたことの表れと自負するとともに，ューザーの

皆様の強力なご支援の賜物と厚く感謝する次第です。

この 1年の工業会の活動としては，日本建築学会の 「建築材料用ビデオ教材」の編集に

協力させて項き，広くウレタン建材の PRをすることが出来ました。また，各都道府県には，

ウレタン防水の説明会を各地で開いて項き合せて PRをさせて項きました。

また会員もタケダユープレ ックス，日新工業と 2社が新しく入会し，より広い観点から

会の運営が計れる様になりました。

さらにこの大きな時代の変化を乗り切るためには， 当然のことながら大幅なリストラ（事

業の再構築）が必要と思われます。個々の企業では，血の出るような対応がなされていま

すが，工業会としても高付加価値の創造などに果敢に取り組み，生き残るあらゆる手段を

講じたいと思っています。具体的には，新規用途の開発（例：駐車場，屋上緑化，土木等）

を通じウレタン建材の用途を拡大しコス ト競争力を持ちたいと考えております。

どの様な時代背景にあっても， 当工業会の使命の柱は 「技術革新」と認識しており，積

極的な取り組みを痛感しております。ウレタン防水は，欧米に類を見ない発展を遂げてお

ります。現在の日本経済は，お手本のない時代に入ったと言われていますが，当業界も先

行システムにない発想をし，独創性のある商品として発展して行きたいと思います。

今後とも，皆様の一層のご指導とご鞭撻をお願いする次第です。

- 11-



ウレタン防水の環境保全課題

はじめに

塗るだけの “理想的”と期待された塗膜防水が無

責任な失敗を繰り返し，影の部分が鮮明になる頃に，

あたかも救世主のようにウレタン防水が登場した。

それから30年が過ぎて，紆余曲折があったにせよ，

ウレタン防水は，例えばJASS8でもアスファルト

防水やシート防水と肩を並べる，一人前の防水工法

として成長してきた。

しかし，地球環境の保全という時代の要請は，防

水工法の中でもとりわけウレタ ン防水に厳しい条件

を突き付けている。そのブレイク ・スルーが，ウレ

タン防水サバイバルの要件なのだ。

千葉工業大学教授

小池迪夫

1 金属容器の問題

平成 5年度の事業として，佃建築業協会廃棄物対

策部会と佃全国産業廃棄物連合会は共同で，建築廃

棄物についての実地調査を行い，本年 3月報告書を

公表した況報告書の一部をまとめて表に示す。

表中の「安定型廃棄物」は，本稿と特に関係がな

いので詳細を省略したが，その内容は埋め立て可能

なガラス，陶磁器くず，コンクリート，ボード類，

廃プラスチック等と，再生利用可能な金属，塩化ビ

ニールパイプなどである。

「安定型廃棄物以外」の中の木くず，ダンボール，

紙くずは再生利用が可能で，再生利用不可能可燃物

表 建築業協会 ・全国産業廃棄物連合会の廃棄物調査結果

廃棄物収拾方法
混合廃棄物 分別廃棄物の残澄

(4トンX94台分） (4トン X20台分）

廃棄物の種類 仕分後の容量 （比） 仕分後の重量 （比） 仕分後の容量（比） 仕分後の重量（比）

安定型廃棄物 319.9m' (57.4%) 133,050kg (81.3%) 90. 7m' (78.3%) 39, 550kg (93. 5%) 

安定型廃棄物以外 237.8m'(42.6%) 30、520kg(18.6%) 19.0m' (21. 7%) 2, 750kg (6. 5%) 

（内訳）

木くず I 04. 7 m'(I 8. 7%) 16、730kg(10.2%) ID.Sm'(9.1%) I, 350kg (3.2%) 

ダンポール 64.Sm'(11.6%) 5、480kg(3.4%) 6.9m' (5.9%) 550kg (I. 3%) 

紙くず 0.6m' (0.1%) 100kg (0.1%) O.Om' (0.0%) 0kg (0.0%) 

再生利用不可能可燃物 51.5m'(9.2%) 5,880kg (3.6%) 5.5m' (4.7%) 510kg (1.2%) 

生ごみ 6.0m' (1.1%) 500kg (0.3%) I.2吋 (1.0%) 90kg (0.2%) 

処理困難物（ペン キ缶等） 10.Sm'( 1.9%) 1,830kg (1.0%) 1.2m'( 1.0%) 250kg (0. 6%) 

合 計 557.7m'(100.0%) 163,570kg (100.0%) 116.0m'(100.0%) 42,300kg (100.0%) 
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は焼却する以外に方法がない。生ごみの処理は原理

的には生物的分解処理が可能であろうが，多くの地

方行政庁では焼却しているのではあるまいか。

さて問題なのは“処理困難物（ペンキ缶等）”と分

類されているものである。当然ウレタン防水材の容

器もそれに含まれていよう。全体量からすれば容量

で2％未満，重量で 1％以下で，さほど量が多いと

いうのではないが，関係（缶系？）業界で早急な対

策を要する課題と受けとめる必要がある。

ウレタン防水の施工のほとんどは， ハンドミキサ

一撹拌，手作業塗布施工と思われる。屋上での小運

搬の都合により，容器は20kg程度に限定され，重く

ても30kgを越えることはなかろ う。

JASS 8に規定されている仕様では， プライマー

を含めて 3.7kg／面の使用量であるから， 1缶の施

工面積は 5.4面となる。例えば 1,000面施工すると

185缶が廃棄物となるわけで，これは決して少ない量

とは言えない。それが処理困難物に分類されている

のである。

2 ウレタン防水材の袋詰め

既にシーリング材や接着剤では袋詰製品が発売さ

れているが，ウレタン防水材でも検討されていない

筈はない。袋詰の問題は，そのままでは積重ね保管

が出来ないので，何かカバーが必要になり，それは

積重ね可能の他，パレット運搬の際フォ ークリフト

の操作ミスで穴の開かない胴体が必要になる。袋詰

めの接着剤では段ボール箱に詰めているようだが，

それも廃棄物となる。

一つの案として，袋詰めをポリバケツのような蓋

付き容器に入れて出荷し，施工後は本体と蓋を別々

に重ねて回収したらどうであろうか。ポリ容器の断

面を 4角にすれば保管面積が経済的になろうし，撹

拌容器への転用が防止出来る。通い箱としては，既

にビール等で実施されているのだから，要は規制の

強さとやる気である。

シーリング材ではプラスチックでライニングした

紙容器が実用化されているが，これや袋詰めの袋の

処理はどうするか？ プラスチックの材質を塩素や

硫黄を含まないポリオレフィ ンとし，ウレタン中の

窒素や添加剤中の有害物を処理する排気ガス処理設

備付きの焼却炉で焼却処理する以外に方法はなさそ

うである。その熱を何かの熱源に利用すれば更によ

い。しかし焼却を地方行政に依存するのは産業とし

てどうかと思うし，もし依存するのであれば応分の

費用分担が望まれる。

3 l成分化とウレタン防水材のポンプ圧送

既に湿気硬化タイプのウレタン防水材も上市され

ている。まだ一般的ではないが，施工の合理化，す

なわち省力化のために考慮に値する方策と言える。

かつて，2成分タイプのウレタン防水材について，

コンクリ ー ト下地へ直接施工する場合，硬化途中に

下地亀裂の拡大によって破断したり，やがて破断に
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繋がる＜びれが生じる危険性のあることを指摘し

た。 1成分タイプでは，硬化速度が遅いために，下

地亀裂の拡大の影響を受ける時間が長いと予想され

る。

しかし，近年普及した通気緩衝シートを用いる仕

様では，硬化途中の下地ムーブメントの影響は無視

出来るから， l成分タイプのウレタン防水材の優位

性は評価に値しよう。それも，施工出来る範囲で急

速硬化が望ましい。急速湿気硬化であれば容器に非

常に高度の透湿抵抗が要求されることになる。

ウレタン防水材を大型容器で現場へ運搬し，施工

現場ヘポンプ圧送するシステムが検討されている。

1成分が有利だが 2成分の混合圧送，そしてノズ）レ

混合超速硬化システムも実用化されている。

このシステムにはホースをどうするかの難問が残

されている。第一感は溶剤洗浄だが，洗浄後の溶剤

その効果がある。それは下面に通気緩衝効果があり，

本体は防水シートという構成で，それとウレタン防

水の組合せは，防水関係者が期待を寄せている複合

防水のエースになり得る。

シート状材料のメリットは'.包装の簡易化による

廃棄物の減容が可能で，適切な包装材料の選択によ

って処理が容易になる。ウレタン防水材メーカーに

とってはつらいかも知れないが，シー ト防水材との

複合使用は当面の問題を半減させる効果があるし，

建築関係者の期待も大きいので，今後の進展を期待

したい。

むすび

は焼却処理するのか？ 何かよい知恵はないものだ ウレタン防水材の金属容器の代替は，今や緊急の

ろうか。 課題である。局所的で一時的な対応策も当然必要だ

4 通気緩衝防水シートヘの期待

塗膜防水層に補強材を敷き込むことは，それを塗

るだけの防水工法ではなくしてしまったのだから，

補強材を強化することは塗る手間を簡略化する有力

な手立てになる。ある種の通気緩衝シートには正に

が，真の意味の解決には，防水層を構成するという

目的を視野におさめた，大所高所からの発想が必要

ではないかと思う。

ウレタン防水材料業界の頑張りを期待するもので

ある。

〔文献〕

1) 建築系混合廃棄物の組成・原単位調査報告書，閻建築業協

会廃棄物対策部会・（初全国産業廃棄物連合会， 平成 6年 3月
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建築物の改修に関する
最近の動向と防水改修

建設省建築研究所

第 2研究部有機材料研究室

室 長本橋健司

ー． 
建築物の補修 ・改修の経済市場

建築物の補修 ・改修工事が活発になり ，いわゆる

リフォーム産業が成長していることは周知の通りで

ある。

ここでは，先ず，建設省が実施している官庁建物

実態調査結果について検討してみよう。調査によれ

ば， 平成 3年度の調査対象延べ面積1,164万m'の建設

年次別内訳は図 1のとおりである。図から以下のこ

とが理解できる。

①高度経済成長に伴い，昭和36年以降の建築面積が

飛躍的に増加し，昭和41年か ら昭和55年にかけて

は年平均40万m'以上の新設が行われたことを示し

(
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]

 

亡 非木造（下記以外）

区 非木造（現存率80以下）

ー 木造

ている。

②図 1で斜線部分で示されている現存率80以下の建

築物 （老朽建築物）の延べ面積は，全体の41.3%

を占めている。ここで言う現存率とは，建築物の

完成時を100とした場合の現在の性能を数値で表

したものと定義されている。

以上のことを，簡単にまとめて言うならば，官庁

建物全体についてみれば，高度経済成長期に建設さ

れた膨大な建設スト ックが経年により補修 ・改修の

時期を迎えているということである。勿論，このよ

うな現象は官庁建物だけ に認め られるわけではな

い。我が国全体の建築物について指摘できることで

ある。

さらに， もう一つ例を挙げておこう。 表 1は1992

年秋にオランダ，ロ ッテルダムで開催された CIB

I I 21 31 

10 20 30 

35 40 45 50 

建設年次

55 60 H2 

図 I 建設年次別延ぺ面積 （官庁建物実態調査対象分）

（出典 ：建設大臣官房官庁営繕部監脩「建築物修繕措置判定手法」）
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表 I 1991年における維持改造と新築の総量の比較

国 建築総旦 ＊ 維持改造の総量 新築の総最
維持改造部門が
総量に占める％

フランス 75.3 35 1 13. 7 46 6 

オランダ 21. 7 11.3 10.4 52.1 

スウ ェーデン 22.5 8.8 13 7 39 1 

イギリス 50.8 23 9 26.9 47 0 

シンガポール＊＊ 2.5 0 5 2.0 20 0 

＊ 単位は BnECU • 住宅用と 非住宅用の建物のみ

＊ ＊シンガポールの統計は1990年のも の，1ECU=2.3シンガポール ドル

ヨーロッパ諸国の統計の出典 ：ユーロ コン トラクト会議の「ヨ ーロ ッパにおけ る修復と改造」 1992

シンガポールの統計の出典 ：シンガポール建設業開発委員会，1989

W70の建築物の維持保全に関する国際シンポジウ

ムにおいて当時 シンガポール大学教授のクォ ・リ

ー・ キャン女史が示した数字である。表の中で改修

としているのは原文では「 Maintenanceand 

Modernisation」であるが，ここでは新築以外の維持

管理，補修，改修を全部含んでいると考えてよい。

即ち，表 1では各国における建築投資の中で新築と

それ以外の改修の比率を比較しているのである。 表

1から以下のようなことが推察できる。

①英国，フラ ンス，オランダ等の先進国は現在既に

社会資本が充実しており ，改修する比率が高く 50

％近くなっている。

②スウェーデンで39.1%，シンガポールでは20％で

あり ，社会資本の整備段階である発展途上国では

改修の比率は少なくなっていると考えられる。

要するに，社会資本（ここでは住宅も含めて考え

て良いであろう ）の整備が進んでくれば，改修の比

率が高くなると言うことである。さて，日本での比

率はどうであろうか。同一の前提で算出したデータ

がないので断定はできないが，多分ヨーロッパ先進

国の50％レベルには達していないと考え られる。詳

細な検討はできないが，一般に日本における建築物

の耐用年数はヨ ーロッパと比較して低いと思われ

る。新規建設プロジェクトや新築工事がある程度活

発でないと経済状態を良好に維持できないなどと言

うこともあるだろう。

しかし， 将来的には 日本でも改修の比率が50％以

上になることは確かであろう。 防水工事では詳しい

データを持たないが，塗装工事ではずっと以前から

新築工事より改修工事の工事量の方が上回ってい

る。つまり，改修率は50％以上である。

2.建築物の改修技術の標準化・

体系化の努力と成果

前章で述べたことをもう一度まとめるならば，今

後も改修工事の比率は安定的に拡大し，新築工事よ

り，改修工事の売り上げが多くなるということにな

る。防水工事でも既にそうなっているかも知れない。

このような背景から，建築物の改修技術に関する

材料 ・エ法の開発が活発に行われている。このよう

な状況にあって，改修工事に関わる建築技術者は適

切な材料 ・エ法を選択するために苦慮することにな

る。改修技術は新築工事より複雑であり ，新しい技

術を多く含んでいるか らである。したがって，新築

工事ほどには材料・ エ法の選定，材料の品質基準，

標準的な工事仕様等が整備されていないのである。

また，改修にあたっては，対象となる建築物の調査・

診断も重要なステップとなる。

例えば，日本建築学会の JASS8は最も代表的な

防水工事仕様書であるが，新築工事しか触れていな

い。 しかし，市場では改修工事の比率が新築工事を

凌ごうとしているのである。

建設省建築研究所では上述したような背景から，

一貫した 目的意識を有して，建築物の補修 ・改修技

術の標準化・体系化のために多くのプロジェク ト研
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究や一般研究を実施してきた。古くは総合技術開発

プロジェクト「建築物の耐久性向上技術の開発」（昭

和55~59年度）があり，防水について言えばその後，

官民連帯共同研究「外装材の補修・改修技術の開発」

（昭和61~63年度）の中でも研究が実施された。

図 2にはその官民連帯共同研究で提案された建築

物の耐久計画と維持保全のフローを示す。建築研究

所では図 2のようなフローを前提として，補修・改

修技術の標準化 ・体系化を目指してきた。これらの

成果は，一般的な技術指針として普及された 1,2)他

に，具体的な成果としては，建設省官庁営繕部の以

下の資料（いずれも閲建築保全センター発行）に反

建物全体に対する耐用年数 1
（施主•発注者・
ューザーの要求）

酎
久
計
画

映されている。

「建築物修繕措置判定指針」 ：建築物の修繕の程度を

判定するための指針

「建築改修設計基準」 ：建築の改修工事の設計（材料

・エ法の選定等）基準

「建築改修工事共通仕様書」：建築改修工事の仕様書

（設計固書）

「建築改修工事施工監理指針」：建築改修工事の監理

上の指針および工事

全般の参考書

改修工事の比率が高まる背景にあって，種々の研

究成果に基づいて，上記資料が整備された。今後も

断

断

断

診

診

診

次

次

次

1

2

3

 

―

―
 

補條・改條工事実施

保
全

欠
>
/り改・

ー
ー
|
-

條
計
7
 

補
設

補條・改條後の維持保全
計画の作成・提案

図2 建物の耐久計画と保全の流れ概念図

（出典：建設大臣官房官庁営繕部監修「外壁仕上げ，屋根防水およびシーリング防水の補修・改修技術の基本事項」）
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新しい改修材料や改修工法は開発されるため，これ

らの資料は定期的に見直して充実していく必要があ

るが，いずれにしても，改修工事を行うための基本

的な資料が整備されたのである。

3. 今後の動向と防水改修

前述したように改修技術の標準化 ・体系化につい

ては一連の研究成果が建設省で言えば上述のような

資料に反映されたが，改修技術に関する研究が終了

したわけではない。今後も，新しい改修技術の標準

化および体系化の見直しが必要であることは勿論で

あるが，更に新しい観点から改修技術の研究が展開

されつつある。ここではそのような動向について見

てみよう。

① LCCからみた改修技術の体系化

改修技術を評価する場合の見方として，最近は

LCC（ライフサイクルコスト）が注目されている。

即ち，改修技術の選択にあっても，改修技術のコス

トとその耐用性を勘案する必要がある。このような

LCCの考え方は防水の改修を考える上でも重要で

あろう。また，このような選択を実用上意味のある

ものにするためには，信頼できるデータベースが必

要である。このような研究は，ヨーロッパ等で活発

に実施されており ，例えば，建築研究所はフィンラ

ンドの建築研究所とこのようなテーマで国際的な共

同研究を実施している。

②コンピュータを用いた材料・エ法選択システム （エ

キスパートシステム）

改修技術における材料・エ法の選択で特徴的なこ

との一つは，条件の組み合わせで選定メニューが制

約されることである。即ち，新築工事の選定条件に

加味して，既存建築物の状況により更に制約条件が

追加される。このような，材料 ・エ法選択システム

および情報の整理は一般に複雑であり ，専門家と同

様の判断を下せるコンピュータシステムの開発，実

用化が研究されている。建築研究所でも，塗装改修

技術に関してこのようなエキスパートシステムの研

究が実施されている。

③環境問題

改修工事が新築工事と大きく異なる点の一つは，

工事中に建物利用者が存在することである。問題と

なるのは，騒音，悪臭，工期等である。即ち，建物

利用者の快適性をなるべく 阻害しない技術開発が必

要となる。また，このような技術開発は，環境安全

性，労働安全性，火災安全性等の問題にも繋がって

いく。

改修技術が建築物の耐久性確保で評価されること

は勿論であるが，最近はその他の評価も重要になっ

ている。防水改修工事についてもこのような評価の

観点は今後重要であろう。

参考文献

1) 総合技術開発プロジェク ト 「建築物の耐久性向上技術の

開発」の防水分野の成果としては

建設大臣官房技術調査室監修「建築防水の耐久性向上技

術の開発」技報堂出版 (1987)

2) 官民連帯共同研究「外装材の補修・改修技術」の防水分野

の成果としては

建設大臣官房技術調査室監修「外壁仕上げ，屋根防水およ

びシーリング防水の補修・改修技術の基本事項」帥経済調

査会 (1992)

建設大臣官房技術調査室監修「屋根防水の補修 ・改修技

術」勁経済調査会 (1992)
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H本建築学会における
防水関連の新体制と今後0)展望

（ネ』日本建築学会 材料施工委員会
たかつぐ

防水工事運営委員会主査若け中 孝勾欠
（鹿島建設昧建築技術本部生産技術部技術課長）

1. はじめに

筆者は本年 (1994年） 4月より鶴田裕氏の後任と

して即日本建築学会防水工事運営委員会の主査を仰

せつかった。単なる年功序列というか，年齢順とい

うことで指名されたものと思うが，筆者の能力不足

を先輩諸氏に助けられながら，かつ大島久次先生，

小池迪夫先生，鶴田裕氏と続いてきた歴代主査の足

跡を汚さないように任期 (1期 2年，原則として 2

期）を全うしたいと考えているので，今後ともよろ

しくお願い致します。

さて，日本ウレタン建材工業会より標記テーマの

原稿依頼があった際，もう既に建築関係の雑誌類に

報道されているし，これから調査研究する段階であ

り何の成果も得られていない現時点では何とも記述

しようが無い，と一旦はお断り申し上げたのですが，

先の報道との重複でも結構とのことですので，これ

までの進捗状況 ・私見も含め述べたいと考えており

ます。

2. 防水工事運営委員会 とは

佃日本建築学会は，わが国の建築の発展のために

各種の組織的な活動を行っている。その活動の中に

各種委員会活動があり，その 1つとして材料施工委

員会がある。防水工事運営委員会はその材料施工委

員会内の数多くの委員会の 1つである。

もう少し詳しく解説すると，1994年度の材料施工

委員会は，図 1に示すように，委員長（上村克郎宇

都宮大学教授）の下に， 8の直属小委員会及び 9の

運営委員会で組織されている。当方の防水工事運営

委員会はこの 9の運営委員会の 1つと して位置付け

られる。ついでに委員構成について述べると，材料

施工委員会本委員会は，委員長及び 3名の幹事と，

直属小委員会の主査 8各並びに旧主査 3名，各運営

委員会の主査 9名，支部（北海道，東北， 関東，北陸，

東海，近畿，中国，九州）材料施工部門の代表者 8名，

官公庁（建設省・農林省・住宅金融公庫・住都公団） ．

建設会社 ・設計事務所から各 5名並びに大学から 3

名の合計46名の材料施工関係者とで構成されてい

る。

日本建築学会が発行する建築工事標準仕様書

(JASS)の内，防水工事は JASS 8として取り纏め

られていることはご承知のとおりである。この

JASS 8の作成・改定は防水工事運営委員会の役割

の1つでもある。なお，最新版 JASS8（第 4版， 1993

年 1月発行）を開かれるとお分かりのように，防水工

事運営委員会は，以前は材料施工委員会第 2分科会

（防水 ・セメント ・コンクリート製品関係）と称し

ていた。この名称変更の理由は定かではないが，委

員会名を番号で呼称することの廃止と，旧版で扱っ

ていた防水コンクリートやモルタル防水の工事を今

や防水性能としては現実的でなくなったと判断して

対象外とし，いわゆる通常の防水工事に絞り込み，

委員会内容を的確に表すようにしたのであろう。

なお，防水工事運営委員会は，主査 ；岩井孝次（鹿

島建設），幹事：松本洋一（清水建設） ・田中享二 （東
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材料施工委員会

図 I 1994年度材料施工委員会組織図

筋コ ンクリート

工事運営委員会 (JASS5) 

土 ・基礎工事小委員会 (JASS3, 4) 

ドライウォ ールエ法小委員会

電気設備工事小委員会 (JASSIOI, 102, 103) 

材料教育小委員会

解体工事小委員会

属工事小委員会

ALC工事小委員会

RILEM小委員会

国際化対応小委員会

筋 コンクリート造補修工法研究小委員会

JASS 5改定小委員会

シリカフューム研究小委員会

高流動コ ンクリ ート研究小委員会

コンクリート施工品質管理小委員会

寒冷地のコ ンクリート 小委員会

マスコ ンクリ ート研究小委員会

プレキャスト化コンクリ ー ト工事研究小委員会

水工事遍営委員会 (JASS8)戸:;:::？品‘：員会

FRP防水工法小委員会

防水層耐久性能試験方法小委員会

等小委員会

委ヽ員会

会

会

小委員会

小委員会

会

会

委員会

理小委員会

接合小委員会

塗付け工事運営委員会~(JASS |5) 

付工事小委員会 (JASS23) 

塗装工事小委員会 (JASS18) 

内外装工事運営委員会~”;、土は9]，)
張り石工事小委員会 (JASS9) 

屋根工事小委員会 (JASS12) 

祖積工事運営委員会 (JASS7)--［二構造用メーソ ンリー工事小委員会

非構造用メーソン リー工事小委員会

建具工事運営委員会 (JASS16)］口木製建具工事小委員会
JASS 14カーテンウォール工事小委員会 (JASS14) 

ガラス工事小委員会

修工事 ・耐久運営委員会 L_1ffi修 ・改脩工事小委員会

耐久計画小委員会

建築生産運営委員会 し＿作業能率小委員会
建築生産自動化小委員会
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京工業大学），委員：長田雅夫（日本設計） ・小野正

（清水建設） • 河岡道顕（東急建設） ・梧原幸八郎（建

設省） ・小池迪夫（千葉工業大学） • 清水市郎（建材

試験センター） ・土田恭義（フジタ） ・鶴田裕（大成

建設） ・中嶋清英（日建設計） •吉池佑ー（千葉大学）

のメンバーで構成されている。

3. 今後の防水工事運営委員会の

活動予定 と進捗状況

防水工事運営委員会の役割は，先にも述べたよう

に JASS8の作成 ・改定作業も含まれるが，しか

し， JASS 8の作成・改定作業が全てではない。こ

の点，防水業界から誤解されているように感じられ

る節がある。研究活動費用もほとんど零に等しい日

本建築学会の委員会ではあるが，防水技術の向上 ・

発展を目指した研究活動を活性化させ，その成果を

JASS 8に反映させるように，若き研究者や業界関

係者をリードすることが重要な役割であると考えら

れる。

昨年度の防水工事運営委員会の活動は，前述のよ

うに1993年 1月に最新版JASS8を発行した直後

でもあるため JASS8改定に関する活動は一旦休

止し，したがって次年度以降の調査研究テーマの探

索 ・創出に専念した。その結果，これまでの小委員

会を全て廃止し，新たに図 1に示したような 4小委

員会，すなわち，

①防水層耐久性能試験方法小委員会

（主査；東京工業大学 田中享二）

②複合防水工法小委員会

（主査：日本設計長田雅夫）

③ FRP防水工法小委員会

（主査 ；鹿島建設岩井孝次）

④外壁水密接合構法小委員会

（主査；千葉大学吉池佑ー）

を設置して，本年度から 4年計画で活動することに

なった。

防水層耐久性能試験方法小委員会の活動内容は，

これまでのメンブレン防水層の性能評価試験方法に

劣化要因を複合させて評価しようとする実験研究で

ある。複合防水工法小委員会の活動内容は， JASS仕

様以外の防水工法を対象とし，まず，複合防水工法

の定義付けから始め，現状把握 ・性能評価・ 将来性

予測等を行おうとする調査研究である。 FRP防水

工法小委員会の活動内容は， FRP防水工法の現状

把握・材料特性追究・JASSへの取込みの可能性検討

等を行おうとする調査研究である。外壁水密接合構

法小委員会の活動内容は，従来のシーリング工事の

他に建築用ガスケットを含めた外壁の部材接合部の

水密性の検討を行おうとする調査研究である。

およそ半年過ぎた 9月現在，各委員会とも研究対

象の絞り込みのために，勉強会 ・ヒアリング調査 ・

現場調査などを実施している。

これら全ての小委員会は，日本ウレタン建材工業

会と何等かの関連， というか協力をお願いすること

もあろうかと思います。その際はよろしくお願い致

します。

4.おわりに

本年度の日本建築学会大会は， 9月8日～11日の

4日間，名古屋の名城大学で開催された。論文発表

題数は，全体では5340題，材料施工部門では昨年度

比58題増の 679題と，年々増加の傾向にある。その

うち仕上げ関連は，タイル張り ・塗装 ・左官 ・床仕

上げ等多岐にわたっていたが，防水 ・シール関係は

20題に満たない寂しい状態であった。ウレタン建材

は，防水材 ・シーリング材にしても，塗り床材にし

ても，いずれも現場で施工して初めて製品となる性

質のものであり，施工絡みの研究テーマは山とある

筈である。工業会として共同で取組んでも良いし，

個々の会員会社で研究しても良いと思うが，研究成

果を出して，来年以降の日本建築学会大会（来年度

の大会開催地は北海道）で是非発表していただきた

い。将来 JASSの改定の際にはそれらの成果を大い

に活用できたら業界のためにもなるのでは，と期待

しております。
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タケタ‘ヽのウレクン樹眉製品

一●床材・防水材用

タケネート L-1020

タケネート L-1028

タケネート L-1031

タケネート F-135

タケラック PC-3100

タケラ ック PC-5600

タケラ ック PC-5800

タケラ ック PC-5300

カラー防水材用 (JIS品）

軟質床材用、舗装材

軟質床材用

硬質床材用

タケネート F-140 タケラ ック PC-5000 硬質床材用

TQスプレイ主剤 TQスプレイ硬化剤 超速硬化スプレイシステム（床材・防水材）

●シーリング材用

タケネート L-1032 タケラ ック PC-7400 2液シーリング材用（建築用）

●ー液湿気硬化型製品

タケネート L-3300 1液防水材、充填、シーリング材

タケネート L-3019 1液シーリング材

タケネート F-179 ゴムチップバインダー

●プライマー・防塵・木床・トップコート用

タケネート F-523 プライマー

タケネート M-402P プライマー

タケネート F-514 防塵、 木床、 トップコート用

タケネート F-515 防痙、 木床、 トップコート用

その他各種用途の製品があります。詳 し〈は下記へお問合せ下さい。

武川薬品-t菜株式会社
化学晶事業部―

大阪本社〒541大阪市中央区道修町 2-3 - 6 TEL: 06(204)2480 

東京本社〒103東京都中央区日本橋2丁目 13番 10号TEL:03(3278)2780 
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「可能性を期待して，昔話からもう 1疫」
ー変遷する防水工法のなかで一

1. 防水との最初の出合は悲しい

ことにクレームであった。

書き出しから私事で恐縮であるが，新入社員の防

水との出合いはクレーム対策で，材料は一度は JIS

にも JASSにも登場したことのあるアクリル樹脂

系の塗膜，それは昭和35年か36年のことであった。

防水どころか，建築材料の実務について，右も左も

わからない時のことなので，当の現場所長が“化学

防水は困ったものだ”と連発，いずれにしても現場

では大変困っているようだという理解しかなかっ

た。まして，その後，この世界にどっぷり漬かるな

どとは夢想だにしなかった。

当時のゼネコンの現場の人間には，コンクリート

は自分達が作っているという気負いがあった。まだ

調合計算も自分達で出来たし，生コン業者に主導権

が移り始めてはいても，強度管理は自分でしていた。

そして，「今日はコンクリー ト打ちだ」という日は，

全員一致でこの工事にかかりっ切りで，まあ魂を入

れるという感じすらあった。したがって，産ぶ声を

あげたばかりの技術研究所も，コンク リー トの研究

は最も通りの良いテーマ……今もその雰囲気がある

かも知れない……であった。半製品を扱って建築の

構成材に仕上げるというコンクリートとの共通点が

塗膜防水にはあったので，しばらくの間はこれを検

討してはどうかとの周囲のすすめがあった。しかし，

油性コーキングをはじめ，アメリカからサンプルと

して入って来ていたポリサルファ イドシーリング材

大成建設昧技術研究所

主幹研究員 鷹息田 裕

の方に目が向いてしまい，メンプレン防水との本格

的なおつき合いは昭和40年の新宮殿造営 JVの技術

委員会の下でのシート防水の研究であった。

2. 何故この時塗膜防水に目が

向かなかったのか。

建築や，仕上関係の技術誌では座談会という企画

が樹てられ，私にも時々声がかかる。座談会の発言

を読むというのは冗長な感じがするので，いちいち

読まないのではないか，と思っていたが，「問題」の

掘り起こしに際して，ヒントが隠されているとか，

設計者からの言葉を聞いて存在価値を見直したりも

している。その座談会の後にしばしば食事とアルコ

ールが出る。その時に数々の「問題」発言があり，

オフレコであることを残念に思うことが間々ある。

ある座談会の後に，「ゼネコンの人は，心の中では塗

膜はどうも，という風に感じている人が多いと思う。

何故なのだろうか？」という問い掛けがあった。塗

膜防水の JIS,JASSの作成な ど，品質向上を目標に

努力しているつもりの私のことを云っているのかと

思ったりもした。

前述の右も左もわか らない時の初体験の印象は強

カで，たまたま，当時の研究所には化学出身の先輩

研究員が三人程おり， 「化学防水」はおまかせしたほ

うが良いという逃げがあった。しかし，塗布すると

いう作業成膜するまでに時間がかかる等の不信感

があり，また，既にプレファプという用語も定着し

た折，この様な手作り作業は排すべきだとの考えが
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先行したものと思う。こういう施工や材質での弱点

を克服することに大きな努力を払ってでも，現場で

作りあげていく防水を，工法として確立すべきであ

るという境地に達するようになったのは，ずっと後

のことである。

まだ人件費を気にする時代ではなかったが，真心

と防水1主能が直結しているのは工事管理をする立場

からみるとどうも心配であるという直感が働いたの

だと思う。

3. 2度Hのクレームとの出合いは，

アスファルト防水であった。

ALCパネル登場前の工場建築など鉄骨造の陸屋

根の多くは木片セメン ト板や木毛セメント板で構成

されていて，経年とともにこのパネルが収縮し，パ

ネルのジョイント部分が大きく口を開き，防水層破

断が多発していた。今日いうところのストレッチル

ーフィングは未だ開発途上にあった。口あきは 6

~7mmに達するものもあり ，温湿度変化に伴なう日

間変動も大きく，今の最上級のアスファルト防水仕

様でも，どうかの危惧をおぼえる位であった。小池

先生の学位論文になった下地のキレツに対する一連

の研究が対応の指針となり ，ストレッチルーフィン

グの開発を更に早め，合成高分子系のシートの開発

も促すことになった。 ALCパネルとゴムシート防

水の普及の時期はほぼラップしたが， ALCパネル

の 1~ 2 mm程度のジョイントムーヴメントでもオゾ

ンクラックによる漏水が多発，これも，シート防水

の改良への貴重なデータとなった。

4. 塗膜防水との再会は，クロロ

プレン防水のクレームだった。

RC造ではあるが鋸状の形をした工場の屋根の淵

水が止らないという報告で出向くと，きれいなグリ

ーンのハイパロンの トップコートで仕上げられたポ

リクロロプレン防水であった。 8~10回も塗布して

も，固形分の少ない溶剤形だったので 0.6~0.7mm 

しか膜厚がつかず，接着力が大きいことも災いして，

微細なキレツで破断，ここでも塗膜防水に対しての

不信感を強めることになった。昭和43年のことであ

った。

この時のレポー トでは，この様に屋根を見せる建

物に対しては，塗膜防水の必要性を認めるが，せめ

て厚さ 1mmは確保でき，勾配部分でもだれること

なく（早く硬化する）， トップコートはカラフル，下

地クラックにも耐える適当な接着力の調整ができる

等々の注文をつけている。

5.ウレタン防水との

出合いもクレーム。

ゼネコンの材料研究とクレームは深い関係にあ

る。前記のポリクロロプレンのトラブルの時，既に

ウレタン防水も登場していたが，また新顔が登場し

たかという程度であったと記憶している。大きな庇

の露出防水の トラブルで，タールウレタン防水が収

縮して亀裂が入り ，海水浴の日焼けによる皮剥け状

態になっていた。勿論，補強布などは入っていない。

しかし，この時採取した塗膜の物性は，軟かさ，強

さとも防水層として魅力あるもので，特に膜厚がか

なりついていたことも印象に残った。

6. 戸建てコンクリート住宅と

ウレタン防水。

丁度，その頃，私はコンクリートの戸建てプレフ

ァブ住宅開発のプロジェクトに参画，目地シーリン

グ材と屋根防水のエ法，仕様の選定にたずさわって

いた。昭和40年代半ばの頃で，会社としてどの様な

販売，工事体制をとるかがきまっておらず，私は，

一般建築工事とは異なり ，多能エの手に委ねられる

と考えた。工事管理，品質管理にベストを期待する．．．． 
よりも，誰が施工してもそこそこの性能が得られる

ことを前提とし，まずプレキャストコンクリ ートパ
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ネル間の目地シーリング材は，混練を要さない一成

分形から選ぶこととした。数多くの実験結果から，

ウレタン系のアルミニウムのカートリッジ入りを選

択した。屋根はプレキャストパネルなので，立上り

が少なく ，ルーフィング状材料には不適，積雪の多

い地域のみはアスファルト防水とし，他はゴム シー

トにしようと提案， 二～三のモデルハウスを施工し

た。その頃，シーリングはサッシュ工事か大工工事，

防水は塗装工事か内装工事業者の手によるとも予想

され，また，塗装工事業者による塗膜防水よりは，

内装工事業者によるゴム シー トの方が信頼性は大と

考えたからである。

本格的販売にあたって，専業工事業者による全国

的な組織を作り，工事にあたるということになった

ので，シーリングは二成分ウレタン，屋根はウレタ

ン塗膜防水に決めた。

当時のウレタン防水はタール系とカ ーボン系で，

未だ繊維類を補強として挿入してはいなかった。既

に，合成高分子）レーフィングの二つの JISは出来上

がっていた。一定のモデュラスを有する均質なシー

トは，接着力の調整次第で，下地の亀裂に対するよ

り高い抵抗性を保持できるが，繊維補強した加硫ゴ

ムの試作品が持ち込まれた時の補強）レーフィングの

JIS原案作成委員会の面々は，これをどう評価 した

ら良いのか，頭をなやましたものであった。ウレタ

ンの場合，繊維補強することで被膜厚さを確保でき

ること，剛性を高め，下地接着力とのバランスを確

保できることがわかり，前述の住宅開発プロジェク

トで，改めて検討した。

この頃の，我々建設会社側での第一の検討課題は，

タールウレタンかカーボンウレタ ンかであった。タ

ール臭が気になるものの，ウェザーメ ーター試験や

熱老化試験結果では，タール系の方が安定した性能

を示している。しかし，“どこのタール”を用いてい

るかが物性に影響しているという情報があり，この

問題を追究しはじめた。タールはアスファル トやフ

ライアッシュ同様，本業の余りものである。本業に

云わせると，余りものは余りもの，余りものの品質

管理などをやってはいられないという。うちは余り

ものを作っているのではないという回答も得た。フ

ライアッシュなども，電力会社，いや発電所や原産

地によ って異るようで，セメ ント会社の大きな悩み

である。まして，新顔のウレタン防水用では力関係

を感じざるを得なかった。

これにもまして，プレポリマーのメーカーにより

異なることもわかり，フォーミュレーターによって

は，複数のプレポリマーメーカーとのつき合いもあ

るとか。遂に，これ以上は我々の力は及ばぬと考え，

ギブアップ宣言を主要メーカーに伝えると共に耐久

性確保をお願いすることとした。この努力は，その

直後に取り組んだ日本ウレタン防水協会としての品

質試験方法と品質基準作りに少しは寄与できたと思

っているし， JIS規格作成へとつながったことにな

る。

7. ウレタン防水層の

品質向上と多様化。

かつて，防水ジャーナル誌への編集協力を目的と

して「防水研究会」という組織があった。テーマを

さだめ，メーカーから話を聞き，我々メンバーも新

しい情報を得るという，座談会形式による新技術の

紹介であった。ウレタン防水は早々に設定したテー

マであったが（同誌，昭和45年9月号），昭和47年 5

月号で，吹付けウレタンについてM社の技術紹介を

行っている。長らく抱いていた，施工における不安

を大きく解消する大進歩であった。あらかじめ予熱

して粘度調整をし，ノズル吐出直前に主剤と硬化剤

を混合して，短時間で成膜させるという技術が出来

上っていた。唯一の難点は，スプレ一時の飛散であ

った。一社独占技術とせず，広く技術の公開を求め，

施工面からのこの防水に対する信頼性向上を願っ

た。しばらくして気づいた時には，これに携ってい

た同社の部署はなかった。しかし，将来の可能性を

示した，しかも今から20年以上も前に取り組まれて

いた事実を高く評価したい。

その次の大きな進歩は，ふくれ防止のために，ス

ラブ内の水蒸気を防水層の外側に排出するシステム

の完成だった。昭和54年に施工現場を見た時の印象
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は今でも強い。その後，通気の精度向上，通気緩衝

材の耐候性向上など，改良がすすめられ，ウレタン

防水に対する信頼性向上に大きく寄与した。材料を

選択する立場からみて，他の防水工法と比較できる

同じ土俵に初めてのったといえる技術革新だった。

この通気 ・ふくれ防止技術は折から増加しつつあ

った押え層を残したままの補修 ・改修技術への適用

を可能とし，急速に施工実績が増大する。同時に，

レジャーブームと相侯って屋上を利用したテニスコ

ート等に適用できる仕様の開発がすすめられ，多様

化の第一歩を踏み出した。

一方，昭和40年代後半，アメリカから輸入された

駐車場用のノンスリップウレタン防水が，僅少例で

はあるが施工された。 1$ : ¥が 200円台，従来か

らのアスファルト防水＋コンクリート押えに立ち向

えるだけの利点はみつからず，このエ法は休眠状態

が続いていた。その後，郊外型のショッピングセン

ターの建設が進み，低層大面積の建物が増えて来た。

バプル景気での土地高騰により ，大型ショッピング

センターの屋上利用が急速に進み，中には屋上やそ

の直下階の駐車場もふえて来た。押え層の分だけで

も階高縮少に役立つ。結果として，押え層と柱の短

縮分の荷重が減る。これが，少々高い防水仕様でも

たち打ちでき，工期も短縮できるという利点が改め

て見直され，“車’'に対する防水兼床としての研究が

急速に進められた。パワーステアリング（停車中の

ハンドル回転は大きな捩れとなる），チェーンを巻い

たタイヤ，利用客の荷物の運搬などに対する抵抗な

ど新しい要求が出て来ている。ウレタンだけで良い

か，防水と床の機能を分離した方が良いが，開発ポ

リシーはさまざまというのが現況である。後者の機

能分離したものは，押えコンクリ ー トにとって変る

可能性が秘められているという見方もある。

さらに，再び注目をあびたのが吹付け工法の再興

である。かつての技術が何故消えたかは未だもって

わからない筆者であるが，既述の多様化をささえる

親柱ともいえる技術である。現在はやや高価である。

吹付け用としての改質された材料費なのか，吹付け

用機器類の償却なのか，施工面積に左右されるのか，

いずれにしても，吹付けによる超急速硬化は天候急

変に対応でき，さらにメンブレンの厚さの確保など

メリットが大きい。塗膜防水のブレークスルーはこ

の技術ではなかろうか。これが一日も早く「普通の

技術」にならんことを願う次第である。
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全防協アンケート調杏に見る官公庁仕様

ウレタン防水の位骰付け

データからの分析

囲全国防水工事業協会が平成 5年度防水工事業実

態調査集計結果報告を発表した。内容を見るとバブ

ル経済崩壊後の防水業界の経営環境と実態を明らか

にしており，興味深いデータが多い。 正会員1279社

を対象にアンケート調査をしたも ので，回答率は54.

1%（関東甲信特別区は53.2%）であった。調査項目

は会社概要，営業活動，取引環境， 景気動向，経営

管理，雇用状況な ど多岐にわたっている。

営業活動の中で， 平成 4年度の完成工事額は前年

比 3.6％の伸びと なっ ているが，有効回答会社の総

売上高に占める各工法別の売上高の比率及び金額は

表 1の通りである。（＊表 2は関東甲信特別区）

この数字（表 1,2)は，防水工事業者サイドに

おけるエ法別完成工事額の実態であり， メーカーサ

イドの出荷量ベースの統計と対比してみると次のよ

うな大変興味のある事実を示唆して くれる。

表 l 総売上高の各工法別実績

（嵐位 ：万円）

717Tルト シート 塗膜 シーリンク モルタル プレハプ !119酎注入 計

新
築 ％ 38. 5 199 12. 9 216 25 3.0 16 JOO% 

増 売上高 5,403,129 2,792,786 I. 810,399 3. 031. 365 350.852 421.023 224,546 14,034,100 
築

改修 ％ 213 26.3 274 117 14 3.1 8 8 1009' 

保 売上高 ). 697,994 2.096.584 2,184,273 932.701 111.605 247.126 701.518 7,971.801 
全

表 2 総売上高の各工法別実績（関東・甲信特別区）

m Iシーリング Iモルタル 1プレハプ 1樹脂注入 1 ,f 

26.o I 20.2 I 22.2 I 22.1 I 3.4 I 4.o I 2.1 I 100% 

11.1 I 22.1 I 31.8 I 15.1 I 2.6 I u I 5.7 I 100% 

日本ウレタ ン建材工業会

広報委員会

1) 塗膜防水が新築でも意外と健闘している事実

(12.9%）。

（関東甲信地区ではシートを超えてアスファル

トに迫っている）

2) 改修では塗膜が全国，関東甲信地区ともにト

ップである。

（全国27.4%，関東31.8%)

表 1'表 2の各工法には， シーリ ング ・樹脂注入

などのメ ンプレ ン防水以外のエ法が入っている。こ

れをメ ンブレン防水のみの数値を 100として， アス

ファ ルト ・シート ・塗膜のシェアに置き換えてみる

と， 表 3（全国）， 表 4（関東甲信地区） のようになる。

それによるとメ ンブレン防水のみのシェ アで塗膜は

全国平均25%（新築・改修合計），関東甲信地区38%

（新築 ・改修合計）となり，

1) 関東甲信地区ではト ップシェアと なる。

2) 関東甲信地区では新築で32.5％と実績シェア

を伸ばしている

表 3 メンプレ ン防水実績比 （全国）

アスフ ァルト シート 塗膜 計

新築 。ん 54 0 27 9 18 1 100 

改修 。／ ゚ 28 4 35 l 36 5 100 

計‘ロ> ％ 44.4 30 6 25 0 100 

表 4 メンプレン防水実績比 （関東・甲信特別区）

アスファルト シート 塗膜 計

は％ 38 0 29.5 32 5 100 

改修 ッ゚ 24 5 31 4 44 l 100 

計ヽロ 。ん 31 5 30 5 38 0 100 
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ことがわかる。

ここでいうアスファルトには， トーチエ法が含ま

れていると推定される一方，塗膜の中にもウレタン

以外の塗膜が含まれていると推定されるが，やはり

ウレタン防水材が圧倒的に多いのは事実であろう。

このように防水工事業者サイドからみた施工実績

ベース（金額）でのウレタン塗膜防水のシェアが予

想以上に高くなっていることを今回の調査結果は示

していると理解して良い。

これまでメーカーサイドの出荷量ベースでのシェ

ア ・データについては，民間の調査機関である矢野

経済研究所の「防水材市場の現状と競争力分析」

(1992年版）がある。

この調査データは，1991年度実績に基づいたもの

であり，建築業界がバブル期最後の最大工事量を誇

っていた時期であること，また，土木防水向けの数

値を含んでいること等を考慮する必要があり，割引

いて考えるのが妥当であろう。

最近，日本建築学会の防水権威者 2氏にシェア ・

データをお伺いする機会があった。その方々の見解

ではメンブレン防水に占めるウレタン防水は，A氏

が17.1%, B氏が12.5％とのことであった。ただし

A氏はウレタン防水1200万面を実績ベースとしたの

に対し， B氏はウレタン防水 930万面としており ，

この点が誤差の理由である。

日本ウレタン建材工業会の統計による平成 4年度

(1992)のウレタ ン防水材料出荷量は34,000tであ

り，これをベースに考えると，m'当り塗布里 3kgと

した場合 11,333,333m'，非歩行仕様を考慮し実質的

塗布量m2当り 2.8kgとすれば12,142,857m'となり ，

ウレタン防水の平成 4年度施工実績は1,200万面と

みるのが妥当といえる。

B氏のウレタン防水 930万面を1200万面に置き換

え計算するとウレタン防水のシェアは16.2％とな

り， A氏との誤差は 0.9％と許容範囲に収まること

になる。いずれにしても，ウレタン防水が着実にシ

ェアを伸ばし評価を高めているのは事実である。

ウレタン防水伸長の背景

では，ウレタン防水伸長の背景は何なのであろう

か？

ウレタ ン建材誌17号（平成 5年11月）で小池教授

は

「ウレタ ン防水が大方の信頼をかちえたのは，（登場

して）約10年後（注，昭和53年）に通気緩衝シート

が開発されてからと言える。いま，そのメリットに

ついて詳しく語ろうとは思わないが，この下張りシ

ート によって次の 3点が解消もしくは改善されたの

である。

①反応硬化途中における下地亀裂の動きによる破断

②防水層の膨れの発生

③硬化後の防水層下地亀裂の動きによる疲労破断．．． ．． ． 
これはウレタン防水にとって画期的な快挙であっ

た。

表 5 JASS 8（日本建築学会建築工事標準仕様書第 8章）

111 13 "''~'/』 'Ml"'li別 <1'1>1
（平成5り！）

J :ゞ 9り L UF L US 

I プ(Oラ2イkgマ/m'ー) 債ャ刑(03hI吋l

2 ,ウh*レ994{ン0ゴ3ムkg系／而） 通bu29iシート

3 撼慎“ ~ゥ;,tcレU9Cl ンゴ5ムkg系/ rr1 I 

4 ’ゥ’”レkt9{（ン1ゴ5ムh系I吋l 防ゥホレ＇9Hン2ゴ0ムkc系/nf) 

5 ”ウ*レタU(ンlゴiムkg系／吋J

［ 編~ ]
登がi モルタルまたはウレタン“甚

1公鰻 ftJ-．げ

19 l.l4 中校95*Hの遍ni(9k99)

遍≫I記ミ 遍I町らa99 L UF しUS

RC 

゜ ゜昼 IR PCa 

゜ ゜ALC 

゜RC 

゜ひ さ し
PCa 

゜RC 

゜間紋廊下・ペランダ
や 0 

RC 

外 竺や

ALC 

玄 内 CRC

゜地下外巴 RC 

［偏'JJ下地の勾紀 1/100-1/50 1/100-1/50 

［凡I~ ] 0：遍IIl -：ば年外

L•UF、

プライマー(0.2kg/m')

ゥレタンゴム系＇防＊I!立上がり 111(O.3kヽ/m')

鳩住布

ウレ 9 ンゴム系99 ホu立上がり nl ( I .2 k•I吋）

ウレ9ンゴム系防水tt立上がヽ ）用(I.Okヽ/"')
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表 6 建設省

建設省建築工事共通仕様書(・J,・1』t5年1

／19.J.I ウレ 9ンH”!,＂)，*'―.*
H. i•I I X-1 I X-2 I X-3 

I: ri 14,1. -[ ik 蟻/m> I U,｝、 ．T．法黛／吋 14 ,1.J. u、

1急r"’t,）
0.3kg プライマー喰＇） 0.2kg プライマー登')

ド閲） lf~i削仮 ’J

ウレクン99*1i喰') ウレ9ン95*14’ft')2 ウレクン9加KIA冷’) （．5kg 0.3kg 
桶烙I1張，） 漸性U張，J

3 ウレタン9月9KIj烹') 2.0kg ウレタン91’’KU梗') 1.5kg ウレタン999KUぞ＇）

4 fl..l．叩・1喰＇） 0.3kg ウレクン91，9k材冷’) 1.7kg Ill!・冷 ？t冷り

5 I- — fl L喰？t登り 0.3kg ― 
(91) X-)にい・てv.I・ーがり郎ll、X-2とする．

建設省達築改脩工事共通仕様書（平成 4り・.)

/'3.1.1 改,i,：法のW"1iび 1.I‘,91ikn)

J.Iょ
翌J丸i

I 既仔1i洟It!(“”1がり郎亨）慌1,

゜2 既 {f• I沿9吊 1 ` 1,·JI,• 閲）／れ J:

3 既ff•断然U派1,

4 既ri9B水円（立 1雀がり郎了｝MtE

゜5 既(ir/；9KH(`1’"'・・言）訊J:

6 既／in’地の補9t＆び込沢

゜7 9h*Mの新れ

゜"1:1 on,の I:r,9を1,．9

ll3.S.I ウレ 99糸’n9C9Ji9K

桟 9り X - I 

J..92 149,1 -T．法

l 1&n削冷’)
ド栄’)ぼff.it村 糾9

2 ウレタン ””~Hff: IJ 

' ゥレ 9ン9Jj9いが9リ

4 II:1 9ttI冷'，

5 

9 9 1 1 1. X・）に J；し、て 91.l:I9’'9月193. X •2 とする，

2.IAX I：状のlij介9J. I : r,＇) を ·r, •}する ．

I'()X,．il:｝iびIAXI.jl: 

X - 2 

J;¥/m' H91 • T．法

03kg プライマー浅リ

1 5kg 
ウレクン9nlktが食 ＇）
補依H生')

20kg ウレクン9}jJK材杓り

0 3k只 ウレ 9ン9月Iktが9り

II:I冷 91冷＇）

03kg 

塙

。
（う

゜
llc/m' 

0 2kg 

0 3kg 

1 5k, 

! 7kg 

0 3 k g 

9:1 99i只するウレ 9ン糸冷''"’’ド州の1籾 I及び I:r,＇9J. I91.5.9により、 l'OXI：法の1出介！J.K<IX-1とし lAXl.ik 

9J. IfがIX-Iとし． L4XI：法の1り介99."．"’IX-2とする．

921 1む＼共沢をれける場合93.＂，!Cによる．

表 8 厚生省建築工事標準仕様書（平成 2年）

9.3.11, ウレタン系や'C9/iヽK

積別 X - l X - 2 X - 3 

工烈 材＂ ；r．法 R/m 材料・ .I：法 Q./m' t4 91 1 i1: 9,t/m' 

I 楼行ド張用孜，）絞')街1イ栄’J 0 3kg プライマー阻J 0 2kg プライマー1ft,, 0 2kg 

2 ウレ 9ン9}jikt4棟’’ l 5kg ウレ 9ン9袖/；佐*119がり9いり） 0 3kg ウレ 9ン9術Jj9佐ドH94汲IRり’J 0 3k, 

3 ウレタン防＊U内り 20kg ウレタン防＊t．fitり 15kg ウレクン9JilkM冷り I 5kg 

4 tl• 1．控9.1登＇） 03k1 ウレ9ン'Ii水U登り 17kg It」れ11↑り 03kg 

5 It.I携 91そり 0 3kg 
' (it) X・1におしヽ て i・1：がり郎19. X•2 とする．

それから，また10年が経過した。いま，ウレタン

防水に何が起っているか。そのひとつに，複合防水

への移行がある」

と述べておられる。

小池教授がご指摘のように「通気緩衝工法」の出

現により施工実績を大幅に拡大し，日本建築学会建

築工事標準仕様書 JASS8にL-USとして「通気緩

衝工法」が採用されるに至った（表 5)。（1986年）

そして日本建築学会 JASS-8での仕様採用をき っ

かけとして，建設省を初めとして各省庁建築工事標

準仕様書に，ウレタン塗膜防水が次々と正式仕様と

して採用されることになった。

表 7 1主 宅 ・ 都 市 整 備公 団 保 全工事共通仕様書 （平成 4年）
2 6 11< 脱れ絶籍内介[JiIKI:i1; 

.I fA 

l 

u,I  t It r.・ M 絶はシート カラーウレタン カラーウレクン
烹浸＂＇：

91；水Iむ91

使 lllr.t/m' 0 2k1t:l1 I 1 5kg 1 5k, I llkgn I 

ローラー クシゴテ 令ゴ クシゴテ・令ゴ ローラ ー
法

ハケ冷り
貼り付け

テ ，、ケ冷I) テ ハケ 中 1) ハヶf’"

長'1:'，tinl(hr) 0 5以 I 8-18 8-18 3-6 
．．  
lit) * 1 . rれの柁1● シートは、閃近 9｀の II • IIによる関品とする ． Iこだし、ポヽI マ ー＆tt アス 7T ルト シート 1 •I

外の1411を1'!111するJij介は、カラーウレクンの；＂心を 4.5k,nI •• と し．カラ ー ウレク ン ft n, 1.I’,＇を：ll

r,！に分けて ＇~n；する ．

* 1 : r}2の絶し食シートが．ポリマー改!I アス 7 ァル トシ ー り の Jり 合 It 脱'， \ Ill溝 1•r さとし．そが出のJり合{,

脱 Iiするしのとする．

2. l.9;i:,t99 91，9K I ？れ‘； 1:," ̀r1 99 l• I'，' 

~I "ルコニー／ぷ9/沐 | |,:r,11 H 11 I 1むI/9,I
I.. ri 

I ,: iJ: 

I Iプライマー(O.IS-0.3kg/"'I
I Iウ"'ンプライマー IO.lk,/m'IローラーutA13Cヽlt屯 I

2 Iウレ 9パ""i l l.5k・／m'|スボンジこて'111:`＂刃"

2 Iカラー防水M(25kg／吋）
3 1ゥレタン冷9cu | LOK,／叫スポンジこてスJJt̀"；町1

3 1トッ プコート (O.2-0.3k,／吋） ，1 |ト ップコート o.:ik, /m• I スポンジこて XI i t̀'t"'’’ 

:u.,/； 所r21ぶ“辻貸化ウレ 9ン吹1-IIW'>l.r,'

I. f',I 1 4 9,i I W 
＇祈ては ] 枚沢＇与 iRI

(k,t /m'l flllJ11 

． ． 

，．9レク ン糸 Ititiャ
1 I・、1行I/

プう＇（マー
11 1:,J'l I I { l .• 9 ~ 1 f’,t ti.. 

ローラーi令

“遠9t(t

2 I tA 9K I・t ウレク ン 吹f,tlt 1 5 I 

吹t・I II 

表 9 文 部 省 建 築工 事標準仕様書（平成 6年）

8.3.1 /l 冷9{99水吊のH別

憧別 峰ぞ

ウレ 9ン959K A憧

ウレクン999K BH 

ウレタン9B* C托

コンクリート •PC コンクリート及びA I.C パネ 9しァによる柑 9H9、 ラプ

コンクリート及びPCコンクりート守による序11lスラプ及び便Ì '
の床

ひさし及びパルコニー亨

8.3.2牧ウレ 9ン9加KAHの I:r,¥

五 t 一 穀郎 •V. ］がり ·守． Fがり I~ ぢ’

I プライマー(02kg/m') プライマー(02kg/吋） 般濡 Irいは． If,I9で1々"i1を

ウレクン防水H又は復nn (t/11する沿介、行略することがでさ
2 (0 3kg/m') 

ウレ 9ン9B*U(03k< /m'}
る．

3 通れば衝シート 浦強布 補注Uは＊ ード洪 ）ヽ綬衝けに100.. 

ウレタン9月ホU(I Skg/m") ウレ 9;., 9月水U(JSkit/m') 
む度張りかける．， 
fl..l lf登91は、 アクリルウレ 9ン

5 ウレク ;.,,}j水IH2Okg/m'l ウレクン9/jIKU(IOhlrrf) 糸(2成分ぽ液影）とし、使Jll,t.l:1がIt

6 仕上げ}f!Hto 3kg/ m') fl・＿1．げ喰H(O3kg／rrf) iltltlげ 111を示す．

191:） 19ヽI, 1 )内のr9航13使1111，しをぷす．

8.3.3＆ ウレクン 9/；9KIIHの I:ri

こ 一 代閲 ,r. Iーがり ＿r.ドがり はり

I プうイマー(O2kg/m') プライマー(02kg/m') II:」:げ宍料は、アクリルウレ 9::., 

2 ウレ 9ン防＊H(0 3kg/m•) ウレクン9h*H(03kg/m') 
系 (21& 分溶液彩）とし｀使用~IがF

沿Itl:lf用を示す．

3 袖it,布 補1虫ni

4 ゥレクン'}j水材(I5kg/ rn•) ウレ•9 ン 95Iktイ ( ! 5kglm'） 

5 ウレ 9ン防＊f,t(J7kg/m') ウレタン9月1/<H (I Okg/吋l

6 fI:LIf冷9,1（03k!C/ m') ft:＿1げ校料(03hlm'） 

(iI:） 1が19 ( ）1りのrdAIA紀1((1;¥を、,,-t.
8.3.4'I/. ウレクン，Ji水C樟の I:ri

I';?芝 ー 的 部 "tf'. Iがり立”'!) ほり

I プライマー (02kg/ rrt) プライマー(O2kti:/ m'l ft l iri99;iii, T ？リルウレ 9 ン•

2 ウレ 9:.,r/j* U (0 3kg/ m') ，，レタン9月水H(OJkg/m') 
系(21R.分溶液形）とし 9tiil凩は平

情ftl・.Ifl11を示す．

3 櫂慎布 1111張布

｀ 
ウレクン防水U(l2kg/m') ウレクン防水材(lSkg/m") 

5 ウレタン防＊け(IOkg/m") 仕J:げ柁料(OJkg/m') 

6 It上げ冷'1(0Jkg/m') 

1注）表91,1 )内の数傾は使In黛を示す．
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表10 防衛施設庁建築工事標準仕様書（平成 2年）

9.3.1表 ウレ 9ン系冷1ll9Ji水

H 別 X - I X - 2 X - 3 

工程 材料 J：法 R/" H料 ・．t法 尺／ m• l4 91 -l ij: ¥1/m' 

l 債nド削汲携り紐り街U汲’) 03kg プライマー搾')

2 ウレ 9ン')j水U棟') 1 5kg ウレ 9ン防補佐,w19懐惰り’) 

3 ゥレ 9ン防Ik材登り 2 0kg ウレタ ン9月IKU烹り

， 11:.J・.!I!91挽り 0 3kg ウレクン9}j水材梗り

5 仕上煎11惰')

199) x.1においてv.l：がり月Iii.X・2とする．

建設省

住宅．都市整備公団

厚生省

文部省

0 2kg プライつ一惰リ

03kg ウレクン9褐5*慎MM投汲＇り） 

15kg ウレ 9ン95*U携＇）

17k& ft_f生9村貪＇）

0 3k、

1989年（表 6)

1989年（表 7)

1990年（表 8)

1990年（表 9)

防衛施設庁 1990年（表10)

郵政省 1991年（表11)

0 2kg 

03kg 

1 5心

0 3kg 

地方自治体においては，建設省仕様にならう傾向

が強く， 1989年以降自治体の発注工事で「建設省仕

様同等以上」として採用実績が増え続けており，ゥ

レタン防水の実績拡大に大きく貢献している。また，

東京都では平成 6年 4月に独自の標準仕様を表12の

ように定めており，ウレタン防水の定着化，拡大化

にとって心強い存在となっている。

このように，建設省を初めとして中央諸官庁の建

築工事標準仕様書にウレタン塗膜防水が正式に採用

された意義は大変大きい。つまり，これ等諸官庁の

「建築工事標準仕様」は新築工事を前提にしており，

従来ウレタン防水は改修工事に向いているという固

定観念を打破し，適材適所とは言え（当然のことで

はあるが），新築工事に採用される事例が増えている

のである。

郵政省の例では， 1993年度の宿舎新築に約50棟ウ

レタン塗膜 A-2仕様が採用されているし， 1994年竣

工の新長崎郵便局（長崎空港）では A-1仕様及び A

-2仕様で全屋上（約1.500mりをカバーしている。ま

た中央研修センター新築工事（東京 ・府中市）でも

全屋上約4,300m'fこ A-1, A-2のウレタン防水仕様

が採用されている。

郵政省のように設計者にウレタン防水の特徴を良

く理解して頂ければ新築時でもウレタン防水の採用

はますます拡大するであろう。

表 II 郵政省建築工事標準仕様書（平成 3年）

9.5.1表 用 1:9/；*H巴布I:r;（通iut厨 tu；で"'"'， とする）b介）

ー［程
A-I歩1テnI（一般祁） A-l歩1fJIl（丸I:り・ ．r．,.’り）

u " 
黛／m’ 材 11 nIm・ 

I 撞 l'i 隋 'f' ') 03kg プライマ ー 冷') 02kg 

2 ・ト・汲 ，） 9夏 衝 U 汲 ，） 豪 jt:_' ウレタン 9}jIK U 守り 0 5kg 

(1 8..n_l} 鳩慎材張り

3 ウレ 9 ン9月＊ u!ft 1) I 5"' ウレタン 9B水 u 登り 1 0kg 

4 ウレ 9 ン 9月＊ U 喰 I) 2 0kg ウレタン防水 U 挟り 1 0kg 

（弾性舗火ti) （停竹：鯖芸材）

5 tl: 」．僚 9.11ft I) 0 3kg It 」； 笠 9斗 佼 り 03k, 

.T. ri 
A-2歩ttnl（一般部） A-2非歩行Ill（立＿t,) 立―ド＇））

99 91 R/m’ 材料 炊Im

I 1賣 n 用 !tt') 0 3kg プライマー ↑ り 02kg 

2 下汲，） 楼衝 il張') 峯注＇ ウレクン 9}j水けそ 1, 0 5kg 

(1 8m以 t) 蘭佳材恨，1

3 ウレ 9 ン 防水 M冷り I 0kg ウ V 9 ン 9/ilk u 柁り 10kg 

4 ウレ 9 ン防 水材笠り 10kg ウレタン防水 u,,.り 1 0kg 

ll>tt鴻梵94) （弾性請公』4)

5 fl: t. 喰 9.1 IR'） 03k.< II: I 冷 91 そ ，9 0 3kg 

91: : 9張り 9＂ぃIll.通'，¥ICWI:i)9に過した949・Iとし．＇い桟でいがK竹能をイiするド張り 1119/；＊シートとする．

なお．（1：l1 9 9•II.j, 9l心浙の(UIIによる．

9・52/i 屈 l・.IM附ば"':ri(9:n ru9で冗：I'， とするJij介I

-T一代
A-3Jt'PlrJJJ I一穀郊9

げ
A -39t歩if9111t」ゾ） ・立下 り）

冒
919 ：過Ill閃1祈／よ:/)さしなどとし、 卜ntに屯のない／り介に●↓る．

9.5.3k 99*It!ば布 9’.fi（バ祈 I'．u：で1,え1t!をれ99る18介）

A-◄ fー穀閲） A -4 （．v..Lり・ 1tFり）

H !¥ I Ji¥/"' I H,'I I ~/吋
工 程

I• n 削冷') 0.3kg I l亀粁剤冷 ’) 0 3kg 

ド張 り 闘衝 1イ張 ，JI It' I f張り ぼ衝 U 恨') it' 

(0.8m9')._l:） （0. 8“•以 l ’. ）

ゥレ 9ン 99* 1オ冷 り 9.0kg ウレ 9 ン 9” * 11冷 ') I.Ok、
ウレ 9ン防＊ H 烹') 9.0h ウ レク ン 9月 ・* 91冷'/ I.Okc 

il::1 ド1い／ 1酎針HI3.It衝 l.i)：に適した9491とし．＇い独でも 9,（9kn：焼を (iする ・ド11い） 1919/i＊シートとする．

2 過991閃,.は、布9勺Illとする．

3 ド張り 1で衝 IIがIM~—•(ド 内の）り介"· I―-r).1のItl'i削'1t')をプライマー＇R'）とする．ただし．冷布！i．

9i. 0,3 9 ／吋111-．とする．

表12 東京都建築工事標準仕様書

9.5. I表塗膜防水

種別 L-US 

工程 材料 ・エ法 量／m'

I 接杓剤 0 3kg 

2 通気緩衝シート

3 ウレタン防水材塗り I 5kg 

4 ウレタン防水材塗り 2 0kg 

5 仕上げ塗料塗り 濠一l 0 3kg 

〔注〕 1.濠 ー1の仕上げはウ レタン舗装と し防水層の品質を低下させないもので、材

料製造所の指定するものとする。

2. ALCパネルの表面は、目止めを行うものとし材料製造所の指定するもの

とする。

3.通気緩衝シー トを ウレタンゴム系防水材 (0.3kg/rrr)で張る場合は、あら

かじめプライマー (0.2kg/rr{)を塗布し、乾燥した後とする。

4.立ち上がりは、 L-UFとする。

5.脱気装置を設ける場合 ・材質及び装置数量は、特記による。

9.5.2表屋根、開放廊下、 ペランダ、便所、給湯室

種別 L-UF 

工程 材料 ・エ法 量／rn'

1 プライマー 0 2kg 

2 ウレタン防水材塗り 0 3kg 

3 補強材

4 ウレタン防水材塗り 1 5 i  
(I 

5 ウレタン防水材塗り 間界
6 仕上げ蜀l

〔注〕 1. ( )内は立ち上がり部分とする。

2.峯-1 仕上げはウレタン舗装とし防水層の品質を低下させないもので、材

料製造所の指定するものとする。
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ウレタン防水の特徴と可能性

それではウレタン防水の特徴は何であろうか？

1) シームレスな防水層を形成する

2) 下地（躯体）との接着性の良さ（複雑な納ま

りに最適であり ，端末部での金物押えが不要）。

ウレタン防水の特徴として上記 1)及び 2) は良く

理解されていることである。加えて次の点も大きな

特徴である。

3) 既存ウレタ ン防水層への塗り増し（重ね）が

簡単に行える。

イ）改修時に既存防水層を撤去せず塗り増しに

よりローコストで短期間に防水工事が可能

ロ）スポーツ仕様等の用途に対して塗り増しに

より要求性能に応じた塗膜厚が可能

既存ウレタン防水層に塗り増しを行うことによ

り，既存防水層の撤去工事が不要となるメリットは

かなり大きい。建設省建築改修工事共通仕様書（平

成4年）には， L4Xエ法として塗り増しによる防水

層の新設が仕様化されている。

郵政省仕様では，塗り増しにより，非歩行仕様か

ら歩行仕様あるいはスポーツ舗装仕様への転用ない

しは屋上の用途変更が可能となる点を高く評価して

いる。（注 1)

このように，ウレタン防水に対する理解，即ち中

央諸官庁での公的仕様化がなされたことがウレタン

防水伸長の背景であろうと思われる。

小池教授のご指摘のよ うに，ウレタ ン防水の変革，

つまり ，

その 1,通気緩衝工法化

その 2' ウレタン防水の複合化

の2点がウレタン防水への信頼を高めたポイントで

あったといえよう。

一方，ウレタン防水の欠点の一つに，硬化時間が

長いことが挙げられていた。つまり ，施工現場では，

常温 (20℃）での硬化に約12時間要するため，その

間ほかの職方が入れないという指摘を受け，ウレタ

ン防水の適用阻害要因ともなっていた。

いまその欠点も，「超速硬化ウレタン機械化施工」

により完全に克服されたといえる。接触乾燥約20秒，

約 3分後には歩行可能という画期的な工法は，ウレ

タン防水のイメージを一新し，次のような新たな可

能性を無限に広げることになった。

1) 工期の圧倒的短縮

2) 従来不可能であった部位への防水施工が可能

このように，超速硬ウレタン機械化施工の出現は

ウレタン防水に新たな特徴を加えることになった。

ウレタン防水の建築防水分野での更なる発展，実績

拡大が期待できることは確実である。

（注 1)防水ジャーナル'93年 3月号
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グラスファイバーが建築に

強さと耐久性を与えた。

日本ウレタン建材工業会賛助会員

FRPに

断熱に

防虫網に

インテリアに

疇日東紡績株式会社髯益‘で苔誓；E：：：::：4
■東 京／'r103 fl瀑中央区8"旧l •2• 1 0本記莉セントう ルピルIF TEL 03(3865)6704 ■播 岡／〒810濯岡市中央区天神2-8-38協和ピル TEL 092(721)5570 

■大 阪／〒541 大阪市中央区菖麗橋9-3 • IO B生伏見1JピJgl1i館 TEL 06(208)5061 

■名古屋／〒460 名古屋市中区錦1-17-13名興ピル TEL 052(231)5137 
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見てください！
すばらしいウレタン建材。
21世紀に向け、すでにガッ ー

チリとその地位を確立してい •，

るウレタン建材。多様化する

ニーズに答えなからその豊富

な実績がいたるところに。そ

の中でも代表的な施工実績を

ここに紹介します。

屋上を
アミューズメント
空間に…

▲川崎市麻生区役所 神奈川県川崎市 2000m'諒ダイフレックス

▲区立志茂田小学校 東京都大田区 1800 m' 旭硝子諒 ▲市立南吉田小学校神奈川県横浜市 250 m' 保土谷建材工業諒

▲建設省 東京都千代田区 800m'聡ダイフレックス ▲シチズンテニスクラプ 東京都新宿区 1200 m' 東日本塗料諒
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屋上防水に…配ふ｀

▲逗子マリーナ 神奈川県逗子市 3500 m'聡ダイフレックス

▲区立紅梅小学校 東京都板橋区 1400 m' 保土谷建材工業諒

▲東京国立博物館 東京都台東区 1500 m' 旭硝子闊 ▲県立中央病院 鳥取県鳥取市 4000 m'昧ダイフレックス

▲ヤマザキナビスコ 茨城県古河市 5000 m' 東日本塗料侶 ▲沼津魚市場 静岡県沼津市 1200 m' 田島ルーフィング聡
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▲川崎市北部市場神奈川県川崎市 5000 m'諒ダイフレックス ▲麻生セントラルゴルフクラプ千葉県麻生町 1600m'田島ルーフィング株

▲県立福岡高等学校 埼玉県上福岡市 1900 m言 旭硝子聡

▲東海大学 1号館神奈川県平塚市 3500 m' ディックプルーフィング掬
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▲八王子西郵便局 東京都八王子市 1500 m' 三井東圧化学闊

▲コープ野村府中 東京都府中市 1800 m' 田島ルーフィング誅

▲アトミクス岡山工場 岡山県奈義町 1200 m' アトミクス聡

バルコニー、
床に…

▲大成建設鞠住宅事業本部ピル東京都中央区 200m'保土谷建材工業諒

▲新生会豊後荘病院 茨城県八郷町 1300m' 新東洋合成僻
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▲労働省青山宿舎 東京都渋谷区 300 m' 保土谷建材工業諒

▲吉川カントリークラプ 兵庫県吉川町 IOOm' タケダユープレックス誅 ▲オーディエー本社ピル 大阪府大阪市 300 m' 新東洋合成諒

ー
▲田代町民体育館 秋田県田代町 500 m' 中外商工碗

ー、＇ 
ー

~. 

I

|
 

▲奈良ガーデンハイツ 奈良県奈良市 400 m' 

保土谷建材工業淋
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駐車場、屋根に…

▲国立南岡山病院 岡山県岡山市 2000 m' 保土谷建材工業掬

▲パチンコ吉兆神奈川県川崎市 3000 m' 三井東圧化学帷

▲横浜国際会譲場 神奈川県横浜市 1700 m'誅ダイフレ ック ス

▲桜井駅南口立体駐車駐輪場 奈良県奈良市 2040 m' 保土谷建材工業掬 ▲宇徳運輸 神奈川県横浜市 700 m' 保土谷建材工業株

▲マツモトキヨシ薬園台店 千葉県船橋市 2400 m' 旭硝子聡
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スポーツ施設に…

▲タチヒゴルフ練習場 東京都立川市 1500 m' ディックプルーフィング僻

▲市立花月小学校 大分県日田市 280 m' タケダユープレックス聡

▲岩手県営野球場 岩手県盛岡市 3000 m' 日本特殊塗料諒

▲神宮プール 東京都新宿区 1500 m' 三井束圧化学聡

▲十勝インターナショナルスピードウェイ北海道十勝市 7000m' ▲ふれあい広場 栃木県壬生町 1000 m' 旭硝子諒

誅ダイフレックス
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外壁，
舗道（橋面）にも…

▲不二家レストラン戸田橋店 埼王県戸田市 340 m' 新東洋合成僻

-----
▲上五島地区小世帯住宅（県職員用）長崎県有川町 529 m' 保土谷建材工業船

....町立高島中学校長崎県高島町 3000m'保土谷建材工業昧

▲岩間ピル 長崎県長崎市 430 m' 保土谷建材工業鞠 ▲田川番田橋福岡県田川市 170m'タケダユープレックス棘
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I OO国迄箆工曽二人靡園 I 

全日本ウレタン工事業協同組合
本部 • 関東支部 合 (03 ) 3592-4707

北海道 支部 fl(011) 231-2944 

中 部 支 部 合(052)962-2487

関西支部 fl(06)446-3798 

襲造元〈サンシラー）レリムスプレー〉

三井粛圧化学株式会社ウレタン事業部

ピルドフ ロ ァ ッ ク碗
札札 幌幌 市市

011 (884) 2885 株 ス パ ル

妹横横横 谷浜浜 市市市靡巾
0424 2 (681) ) 6161 

北 海道ケミ カ ル (ffi 011(831)2552 侑 小 島 化建 045( 4 0315 

北 岡 本 興 事 掬 札 幌市 011(683)4565 東洋 シ ーラ ン ト 齢 045(982)） 4661 
第 工 業 鞠 北見市 0157(23)4155 鞠 ケ ミ テ ッ ク

'" ふ浜鯖． 045(753 8818 

海 諒 道 南 レヂポン防水 室 illi 市 0143(43)3823 芳賀防水工業 044 (（ 733) ） 5208 
エ スア イ工 業 諒 稚内市 0162 (33) 6407 関 侑岡本 工 業 /II 044 935 4466 

道 卸 看板塗装 の タグ チ 倶知安町 0136(22) 4174 誅 マ ッ ク ス 工業
相工 市

0427 (79) 7551 

函 館イ ー シー 工 業 掬 函館 市 0138(59)5385 侑 下 島建 工 043 (（ 271) ） 4720 
新清工業 榊

松鎌 ヶ戸葉谷 市市市市
043 222 0330 

第 通 産 昧 釧 路市 0154 (23) 7326 
諒 ラク シ ー 0474(（42)） 2028 

齢 青 建 防 水 工 業
青青 森森 市県

0177(76)3782 侑 ナ ン マン 0473 43 8818 

東
侑藤林 商 会 0172(65)2002 建 栄 工 業 諒

市長 川野 市市市
0473(97)2031 

聡 北日 本建 商 盛岡市 0196(45)3311 掬 岩 野 商 会 0262 (（ 63) 7000 
日 新 商 事 恨 石巻市 0225(96)0421 丸 稲 興 業 諒 長岡 0258 33)0668 
光 化 工 侑 仙台市 022 (223) 7457 アサ ヒ 建工 諒

行小 田山 市市
0485 (（ 54) 7335 

北 東江 防 水 誅 仙 台 市 022(285)1191 
東

聡 コミヤ ト ータル 0285 85)8383 
日研 産 菓誅 仙 台市県 022 (251) 9101 日本マス チ ッ ク工業 諒

所I高ll 越崎沢 市市市
0273(（（ 53)） 3551 

誅 氏家樹脂防水 工 業 福 島 0245(82)5056 アポ ロ 工業御 0429 49 1931 
侑 カ ネ コ 工業 佐渡郡 0259(55)2480 掬 壮伸建材 0492 45)6560 
侑 -'‘ 木 産 業 足立区 03(3606)6535 吉田 工 業 諒

戸川 口 市市市
0482 (85) ） 7855 

侑高 野 工 務 店 足立区 03(3605)2569 聡マ ツ モ ト工業所
大 宮田

048 (444 5061 

侑 弘 信 工 業 足立区 03(3884)3464 石田建材工業 諒 0486(51) 1251 

フ ノ̀`． 工 営 聡 足立区 03 (3888) 4122 
帷大中 宋京ピ

工
料栗 唸眸

焼春名 古日津井屋 市市巾
0546((27n )9400 

塗 0568 3 5110 
北都 防水 工 業 牲 足立区 03(3620)3694 ）レ メ ン 052(90 1801 
誅 工 イ ケ ン 荒川区 03(3807)5400 創和防水 工 業 聡

名喜 古 屋市
052(381)5118 

諒 栗 崎 工 業 葛飾区 03(3620)4901 
中 サ ン アイ 碗

古古喜 屋 市市
052(（ 702)2161 

聡 幸 成 江東区 03(5609)5611 建 材 化工 諒 052 931)0765 
グ ロ リー 防水 工 業 聡 江戸川区 03(3678)4512 愛 技耕建シ ー リ ン グ

名名 雷屋 市市市
052 (（ 361) ） 7490 

掬 セオ防水技建 板 橋 区 03 (3975) 7231 採 サ ン シャイ ン 052 791 7575 
ア フ タ ー 興 業 帷 板 橋 区 03(3936)7111 昧シン コウ止水 0564(23)8250 
侑 ハイ バ シー ル工 業 板橋 区 03(3933)7531 侑同和 商 会 愛小岡 崎知牧 市県 0561(（ 62)2470 

関 侑 シ グ マ 文京区 03(3814)3704 侑 市川 防 水 0568 72)0587 
東洋 ス ポ ー ツ 施 設 聡 千代田区 03(3264)4961 朝中 部倉 工建 材業 諒諒

愛豊豊一 橋橋知宮 市市市県

0567(68)） 3081 
ア サ ノ技建 諒 江戸川区 03 (5662) 1871 0532(62 6151 

丸 都 工 業 聡 千代 田 区 03 (3866) 1877 部
誅大林ギ塗防 装店 0532(（ 61)2919 

誅 マ サ Jレ 堡田区 03 (3626) 7651 アイ 水 恨 0586 51) ） 5125 

聡 新和ピーア ール 豊島区 03 (3983) 1316 末 長 特 殊 工事 御
岐岐松 阜阜而 市市県

05838(7 8022 

侑 ライズ ・ リ フ ォ ー ム 練馬区 03 (5999) 1651 諒 東洋防＊ォ 水 0582 ({ 73l) ) 5568 
アサヒエ 聡 0598 2 0640 

光 栄 工 業 鞠 練馬区 03(3928)2271 僻 K B M 

金金砺宮 沢沢•山 市市市巾巾

0762((425) ) 1494 
侑 横 山 防水 工業 練馬区 03(3921)0341 川 口 塗装 掬 0762 4 4180 
誅 日 防 技 研 練馬区 03(5999)5560 聡 日 本ピルサ ー ピス 0763(（33) ） 1202 
誅 藤 本 工 業 練馬区 03(3577)3551 福勘建材 諒 0764 36 0246 
侑 夕 コ 練 馬区 03(3933) 1104 ー 公工業 誅 高岡 0766(23)0391 
レ オ ン エ 槃 誅 新 宿区 03(3355)6331 

近 三 重プマ グ ナ防水工業 ＝ 示＝ 頂都 市県 0595(59)） 2137 
リム．ティ エ ヌケ イ 誅 新 宿区 03(3267)6836 ミ 化学工業聡 075 (I 82l 3593 
誅 夕 ク ユ 新 宿区 03(3350)6252 ヤマト工業諒

大大 阪阪 市市靡
06 974)8161 

認 K B M 東京本店 中野区 03(3372)1188 三浦興業諒 06 793) 7602 
東 光 工 業 所 中 野区 03 (3364) 2551 聡晃和技建

大大 阪阪
06 396)） 0361 

新生 レ ジ ン 聡 中 野区 03(3388)6345 畿 ア サ ヒ特殊防水諒 06 767 0338 

ピル 総 合技研工業 掬 杉 並区 03 (3327) 2841 侑浪速防水工事店 大阪市 06 327) 9992 

閣 東 レ ジ ン 工 業誅 杉並区 03 (3315) 8290 日興化成 掬
大阪市> 06 (（ 331) 5953 

協 和 工 材 齢 杉並区 03 (3316) 5691 的場商店 大 阪 06 392) 2252 
三 重産業昧

大大 阪阪 06(（351)） 6590 日 本 樹脂施工 侑 杉並区 03(3395)6002 • 池田技建 工 業諒 06 773 2651 
博 多 工 業 採 渋谷区 03(3320) 7681 誅大一防水工業 大東市 0720(71)8951 
侑 八 雲 建材 工 業所 渋谷区 03 (3407) 7974 鞠 仲谷産業 吹田市 06(380)） 2945 
恨 ア ー ト建 装 渋谷区 03(5454)3522 マ ル フ ジ 工業 聡 枚方市 0720(57 3293 
東 洋 工 事 聡 目黒区 03(3724)2520 光 洋 建 材 聡

池田市直 0727 （(53) ） 8171 
昭和レ ジ ン 工 業 誅 品 川区 03(3787)3744 中 鞠 森 山 工 業 河内長野 0721 56 2916 
南満建 材 工 業 聡 品川区 03(3781)4564 悶 ホ ソ 夕 箕面 0727(27)4416 

東 諒 マ ノ )レ 品川区 03(3787) 1131 立 技 研 碗 高石 0722 (65) 7311 
三 栄ピニフラ ッ ト工 業 世田谷区 03 (3427) 1834 萩レ ジ ン 工 業 掬

尼尼 歌崎崎山 市市
06(401) 1710 

山 和 化 工 卸 世田谷区 03 (3428) 3117 国 聡 幸防 和 06(432)6271 
諒 ケ イ ヒ ン 大田区 03(3756)0521 侑和研 水工 業

和神 戸 市市県
0739(43) 1116 

碗 大 創 大 田 区 03(3739)5431 バ ワーレ ッ クス 鞠 078(（452) ） 5115 
帷トミ ヨ シ 商 会 大 田 区 03(3775)2203 侑生野防水工業 明 石 078 943 4103 

森 栄 工 業 誅 大田区 03(3759)8831 タシカ技研聡
西広福 宮島山 市市市

0798(64)） 2141 
誅 サ ン ゼオ ン 082 (291 1631 

諒 池 大田区 03(3721)8230 
昧 占 部 防 水 工 業 0849 (45) 7397 

西 JII 防 水 卸 昭島市 0425(43)3306 
四 国条防水 工 業 諒

香徳 川島 市県 0878 6 ((883) ) 3555 
清 起 工 業 諒 昭島市 0425(46)5311 四

侑 中 防水 工 業所 088 2 2564 
鞠 東 洋 産 業 府中 市 0423(69)2661 

国 イ ヨ 防技 水 川新居之 江浜 市市 0896 ((561) ) 4124 
タケダ 工業 誅 府中 市 0423(64)0338 N I S S 0 研 牲 0897 4 8255 
鞠 ア ー スプ ラン ニ ング 府中市 0423(34)4457 九 侑聡 中佐野藤防 水防工 薬水 長鹿児崎島市市 09582 ((641) ) 0633 
侑 多摩防水 工 業 羽村市 0425(55)3368 州 099 5 2704 
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一成分形ウレタン防水材の現状と展望

一成分形ウレタン防水材は空気中の水分と反応し

て硬化するウレタン防水材であり，次の様な特徴を

持っている。

l) 基本的に従来の二成分形ウレタン防水材の様

に攪拌混合の必要がない。

2) 配合ミスや混合不良などによる硬化不良が無

く空気中で必ず完全硬化する。

3) 水分に接触しない状態では硬化反応は進まな

し％

これらの点から機械施工が図りやすいので，防水

工事の省力化，能率化のエースとして大いに期待さ

れており ，また環境保護対策としても，残缶処理に

際して安全性が高いなど，今後の発展が望まれる材

料である。

一成分形ウレタン防水材の利点は古くから知られ

ており，実用化の研究はかなり以前から続けられて

いた。しかし施工環境，特に温度と湿度の変動によ

る硬化特性の変化や，仕上りの悪化など，技術的な

難問が多かった為に，実用化されたのは近年の事で

ある。しかし1989年の JISA 6021の改正において，

一成分形も適用される様になった事から，業界の開

発努力は一層盛りあがっている。

一成分形ウレタン防水材の現状

1.立上り用一成分形ウレタン防水材

我国では一成分形ウレタン防水材は，立上りや役

物まわりの防水材として， 1986年に初めて上市され

た。立上り用一成分形ウレタン防水材は，二成分形

日本ウレタン建材工業会

技術委員会

と異なって，可使時間が格段に長く作業時間にゆと

りがあり，また強い揺変性をもっている為に，補強

布の張込み作業が容易に出来る事から，複雑な部位

の施工には最適で施工者に歓迎された。

立上り用一成分形ウレタン防水材の性質の一例を

表 1' 表 2に示す。

立上り用一成分形ウレタン防水材は， JISA 6021 

ウレタンゴム系 1類に合格する性能を持っている

表 l 立上り用一成分形ウレタン防水材の性能

外 観 着色粘調ペースト

粘 度 ペースト状

不揮発分(%) 80 

比 重 1.46 

表 2 立上り用一成分形ウレタン防水材の性能

項目 試験値 規格値

眉畠
引張強さ N／arr(kgf／ば） 377 6 (38 5) 245 2 (25) 以上

破断時の伸び率 ％ 830 450 以上

抗張積N/cm(kgf/cm) 6268 2 (639) 2942 0 (300)以上

引裂性能 l引裂強さN/cm(kgf/cm) 166 7 (17.0) 147.1 (15) 以上

引張強さ比 試験時温度ー20℃ 166 100以上 300以下

［ 
％ 試験時温度 60℃ 61 60以上

破断時の 試験時温度ー20℃ 600 250以上

つかび率み間 試験時温度 20℃ 585 300以上伸 ％

試験時温度 60℃ 392 200以上

加熱伸縮性状 伸縮率 ％ -0 7 -4以上 l以下

引張強さ比 加熱処理 94 80以上 150以下

<胃
％ 

促進暴露処理 llO 80以上 150以下

アルカリ処理 94 60以上 150以下

酸処理 88 80以上 150以下

眉i 
破断時の 加熱処理 830 400以上

伸び率 促進暴露処理 800 400以上

％ アルカリ処理 800 400以上

酸処理 790 400以上

加熱処理 異常なし いずれの試験片にもひ
伸び時の

促進暴露処理 異常なし び割れ，著しい変形を
劣化性能

オゾン処理 異常なし 認めないこと。

たれ長さ

゜
いずれの試験片も 3.0以下

たれ抵抗性能
しわの発生 いずれの試験片も窮めないなし

固 形 分 ％ 80 表示値土 3
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表 3 立上り用一成分形ウレタン防水材の施工仕様

工程 材料名 (使kg用／面量） 配合比 工 具 養（生時時間間） 

1 プライマー 0.2 ......... ローラー刷毛 ・刷毛塗 り 1~3 

金ゴテ ・ゴムベラ ・ロー2 一成分形防水材 0.7 ......... 
ラー刷毛などで塗布..．--• -----------• ----------------------------- 8~15 
金ゴテ ・ゴムベラ ・ロー

補強布 lm ・・・・・・・・・ 
ラー刷毛などで押さ える

3 一成分形防水材 1.2 ....... 金ゴテ，毛ゴムベラ ・ロー
ラー刷 などで塗布

8~15 

4 一成分形防水材 1.0 ．．．．．．．．． 金ゴテ，ゴムベラ・どマでス塗チ布ッ 8~15 
クローラー刷毛な

5 トップコート 0.2 主／硬： 3/ 1 ローラー刷毛 ・刷毛塗り 2~6 

表 4 一成分形ウレタン外壁防水材の施工仕様

工法名 パターン

5 
4 

N0-1工法 小模様 3 
2 
1 
5 
4 

N0-2工法 ゆず肌 3 
2 
1 
5 
4 

N0-3工法 大模様 3 
2 
1 
5 
4 

N0-4工法 スチップル 3 
2 
1 

が，不揮発分は80％であるので，硬化の際に肉痩せ

する。規定の厚さを確保するには， 二成分形に比べ

塗布量を増やす必要がある。

施工仕様の一例を表 3に示す。

2.一成分形ウレタン外壁防水材

立上り用一成分形ウレタン防水材の技術を応用し

て， 1989年に一成分形ウレタン外壁防水材が実用化

された。

従来のアクリルゴム系外壁防水材に比べて， 5℃ 

以下の低温での硬化性に優れている事と，硬化後の

防水層は一20℃か ら十60℃の広い温度範囲におい

て，物性の変化が非常に少ない事，繰返し伸縮に対

して疲労劣化をほとんど起こ さない事など数々の優

れた点が評価されて，急速に市場に浸透した。

一成分形ウ レタン外壁防水材の物性は，前述の立

上り用一成分形ウレタン防水材とほぼ同じである。

施工方法は吹付け工法およびローラー塗り工法が

行われている。施工仕様の一例を表 4に示す。

一成分形ウレタン外壁防水材の硬化特性は，気象条

工 程
トッ プコー ト 0.15kl:!'. 
トッ プコー ト 0.15kg 
ウレタン外壁防水材（上吹） 0.5k11: 
ウレタ ン外壁防水材（下吹） 1.0kg 
プライマー 0.2k1r 
トップコー ト 0.15kg 
トップコー ト 0.15ki:r 
ウレタ ン外壁防水材（上吹） 0.8kg 
ウレタ ン外壁防水材（下吹） 0. 7k11 
プライマー 0.2kg 
トップコー ト 0.15k1r 
トップコー ト 0.15kg 
ウレタン外壁防水材（上吹） l.Ok1r 
ウレタ ン外壁防水材（下吹） 1.0kl?: 
プフイマー 0.2k1r 
トップコ ート 0.15kg 
トップコート 0.15k1r 
ウレタン外壁防水材（上塗り） 1.0kiz 
ウレタン外壁防水材（下塗り） l.Ok2 
プフイマー 0.2ks:! 

タックフリ一領域

40 

30 
温 硬化領域

20 

度

^ ℃ IO 

｀ l 
゜

2 3 4 5 6 7 8時間(hr)

図 I 一成分形ウレタン外壁防水材の塗装温度と乾燥性

件，特に温度，湿度，風速に影響を受けるが，その

一例を図 1に示す。

3.平場用一成分形ウレタン防水材

平場用一成分形ウレタ防水材は1990年頃から試験

施工が行われる様になった。しかし空気中の水分と

反応して固まるという硬化方式に起因して，塗膜の

表面と内部の硬化速度が異なり，そのバラ ンスが取

りにくい技術的問題があり，気象条件や塗り厚さの

違い，下地の状態の差により ，時として硬化被膜に

気泡が残る事，しわが発生する事など仕上りの状態
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が不安定なため，実用化はなかなか進まなかった。

その後メ ーカー各社の改良研究により作業性，仕上

り性が改善され，1992年から実用化が進みだした。

しかし期待された機械施工については，施工後の

機械の保守整備に手間が掛かる事などから，まだ確

立したとは言えない状況である。一成分形ウレタン

防水材の施工に適した専用機械の開発が待たれる所

である。

現在上市されている一成分形ウレタン防水材の性

状と物性は，硬化機構の違いにより 2つのグループ

に大別できる。各々の代表例を表 5に示す。

平場用一成分形ウレタ ン防水材の施工は，一回の

塗布量を多くすると硬化が遅れ，仕上 りに欠陥が出

やすくなるので，一般に2.5kg/rri'以下としている

場合が多い。施工仕様の一例を表 6に示す。

今後の展望

産業廃棄物の廃棄が困難になり ，環境保護の重大

表 5 平場用一成分形ウレタ ン防水材の物性

グループ l グループII

外 観 グレ一色 グレ一色

粘 度 CPS/20℃ 8,000~12,000 7000 
比 重 2o・c 1.40 1.39 
不揮発分 ％ 85 97以上

溶 剤 キシレン

塗膜強度 [20℃X 7日］

硬 度 shoreA 52 55 
引張強度 kgf/cm' 33 40 

伸 び ％ 850 500 
引裂強度 kgf/cm' 18 17 

ェニ〗：：'施［三』
＊硬化塗膜厚さ 2mmの場合

性が認識されて来ている現在，この難問に対処する

一つの方法が，一成分形ウレタン防水材であると考

えられる。攪拌混合が不要という特徴を生かして，

容器の大型化やリサイクル化を図る事により，廃棄

物の量を大幅に減少させる事が可能になり ，また固

化したものはゴムシート類と同様な取扱いが出来る

と考える。この為には少なくとも現在の10倍以上の

量販が必要と思われ，鶏と卵の関係であるが，施工

性と仕上りの安定性の一段の改良とコストの低減が

望まれる。

一成分形ウレタン防水材は大きな市場になる可能

性を持っているが，その帰趨はメ ーカー各社の今後

の研鑽に掛かっている。

おわりに

現在の一成分形ウレタン防水材の市場規模は 800

トン／年程度と考えられる。まだ開発は緒についた

ばかりであり ，施工仕様についても統一したものは

無く，各社各様で行っている状況である。本材料の

評価を維持し，順調な発展を願う者として，近い将

来に日本ウレタン建材工業会が中心になって，基本

的な統一仕様が制定されることを期待している。
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輝かしい人類の未来を見つめE3夜前進をつづけます

●ウレタン硬化剤

イハラキュアミンMT : 3.3 - ジクロロ —4.4 ー ジアミノ

ジフェニルメタン

イハラキュアミンML-100:イハラキュアミンMT35％溶液

（非反応性溶剤）

イハラキュアミンML-150:イハラキュアミンMT50％溶液

（非反応性溶剤）

イハラキュアミンML-520:イハラキュアミンMT50％溶液

（反応性溶剤）

イハラキュアミンML-530:イハラキュアミンMT50％溶；夜

（反応性溶剤）

CUA-4:トリメチレンピス（4-アミノペンゾエート）

TCDAM :2,2'3.3'ーテトラクロロ -4,4'ジアノジフェニル

メタン

キュアハード -MED 

4,4'ージアミ ノ-3,3'ージエチル-5,5'ージメチルジフェニルメタン

●ポレア Rシリーズ

ポリウレア系エラストマーシステム液

(SHORE HA60度-H090度）

打＼ラケミカルエ蠣株式会社
東京都台東区池之端 I4-26（クミアイ化学工業ピル4F) 

〒110 TEL03-3822-5233 
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ウレタン建材工事報告

ウレタン塗膜防水システム
サラセーヌ

ー最近の施工実績一

旭硝子株

↑工事概要

名 称：埼玉県立福岡高等学校

所在地： 埼玉県上福岡市

施工部位： 屋上

工法名： 建設省相当仕様

↑工事概要

名 称： 練馬区立練馬中学校

所在地：東京都練馬区

施工部位： 屋上

工法名： AV-C80Tフッ素

. 、.,

上“•t ● ! .．  ~ . -•-• 9 ・

.^‘. : ・ mモ•. " 
： 

.. ． ＂ • 

/ 
..．． 

會 ＇.. 
.,  •. 

↑工事概要

名 称： 和光市立新倉小学校

所在地：埼玉県和光市

施工部位： 屋上

工法名： AV-C50T 

ペ
←工事概要

名 称： 境町立剛志小学校

所在地： 群馬県伊勢崎市

施工部位： 屋上

工法名： SD-B30Tフッ素，AV-C50Tフッ素
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↑工事概要

名 称： 東京 YMCA東陽町センター

所在地： 東京都江東区

施工部位：屋上

工法名： SD-C30T 

ウレタン建材工事報告

↑工事概要

名 称： ハイホーム目黒

所在地：東京都目黒区

施工部位： 屋上

工法名： AV-C50Tフッ素

←工事概要

名 称： 足立区立東綾瀬中学校

所在地： 東京都足立区

施工部位： 屋上

工法 名 ： 建設省相当仕様

↑工事概要

名 称：江戸川区民センターグリーンパレス

所在地： 東京都江戸川区

施工部位： 屋上

工法 名 ： AV-C70T（特注工法）

←工事概要

名 称：入船東エステート住宅

所在地： 東京都中央区

施工部位：ベランダ

工法 名 ： SD-C30T
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ウレタン建材工事報告

パネコート防水・床システム

多様な実績

新東洋合成株

→工事概要

名 称： 千代田区立富士見小学校

所在地： 東京都千代田区

工法： 3X 10 

施工面積： 215m'

完工時期 ：平成 6年 7月

9工事概要

名 称： 国立小山工業

高等専門学校

所 在地 ：栃木県小山市

工法 ：SR-2

施工面積： 480m'

完工時期： 平成 6年 5月

←工事概要

名 称： スーパー丸大

南風原店

所在地 ：沖縄県

工 法： FF-3N

FF-5N 

施工面積： 4,000m'

完工時期： 平成 6年 3月

←工事概要

名 称： 冨士シール

所在地： 大阪府大阪市

工 法．:ex-A
SR-4 

施工面積： 1,498m'

完工時期： 平成 6年 8月

- 48-

t工事概要

名 称： ファミール守口

所在地： 大阪府守口市

工法： L-1

施工面積： 1,919m' 

完工時期 ：平成 5年 6月



⇒工事概要

名 称：東京工業大学

所 在 地：東京都目黒区

工 法： 3XlO-B 

施工面積 ：780m'

完工時期：平成 6年 5月

ウレタン建材工事報告

←工事概要

名 称 ：名古屋市立瑞穂小学校

所在地 ：愛知県名古屋市

工 法： 3XlO 

施工面積 ：750m'

完工時期： 平成 6年2月

t工事概要

名 称：西福岡病院

所在地 ：福岡県福岡市

工法： S R-1 

施工面積： 1,400m'

完工時期 ：平成 6年 7月

｀ 
←工事概要

・・し

名 称 ：スギタ今福パーキング
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所在地： 大阪府大阪市

工法 ：FF-3N、FF-5N

施工面積 ：1,222m'

完工時期 ：平成 5年11月



ウレタン建材工事報告

きる事。

ランスロックエ法 （超速硬化ウレ
タンメカニカル複合防水工法）

これにより工期短縮が可能となる（図 1' 表 1）。

く工事概要〉

高田短期大学（三重県津市）
現状はゴムシート。所々破断部はあるものの，シ

ート自体は良好，立上りについても同様。

株ダイフレックス

く工法の概要〉

ランスロックエ法は超速硬化ウレタ ンの特徴を最

大限に活すために開発されたメカニカル複合防水工

法である。

施工方法は，ランスロックシー トをメカニカル固

定し，その上に超速硬化ウレタン・エバーコート

SP-100をスプレーするというもの。

メカニカルエ法のメリ ットは下地の水分や，表面

強度などに影響されず，下地処理の段階を省力化で

表 1

工法名 材料名 使用景／rn'

4 ハイトップ UN又はフ レスコート＃20 0 3kg 
平場

ランスロック 3 エバーコート SP-100 2 0返

R-1工法

（非歩行用）
2 Tルーフアンカ ー 3個

1 ランスロ ックシー ト 1.05m 

3 ハイトップUN又はフレスコ ート＃20 0 3kg 

立上り
2 エバーコート SP-100 （メッシュ入り） 2.0kg 

LS-SP工法

1 usゥレタンプラ イマー 0.2返

（立上 りは状況によ りメ ッシュを入れ ない場合 もありま す。）

平場 ：ランスロックR-1工法

立上り ：LS-SP工法

エパーコートSP-100

ランスロックシート

／ 
ランスロックエ法は、緩衝材ランスロックシートをTルーフアンカーで下地に物理固定させ、

超速硬化ウレタンエパーコートSP-100をスプレーするまったく新しい工法です。

図 I
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通常であれば全面撤去が望ましいが，撤去，下地

処理に係るエ期とコスト，又，露出防水層の撤去は

雨養生が最大の問題となる。

最良な方法はゴムシー トを撤去せず防水改修を行

う事である。

施工面積 880m' 

工期 6日

工程 l

工程 3 ドリル穴開け

工程 5

く施工手順〉

1.清掃

ウレタン建材工事報告

2.ランスロックシート施工（工程 2)（端部アング

ル処理）

3.超速硬化ウレタンエバーコート SP-100スプレ

- （工程 5)

4.遮熱塗料フレスコート＃20塗布（トップコート）

工程 2 ランス ロックシート

工程 4 Tルーファンカー

完成
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ウレタン建材工事報告

複合防水工法による屋上防水
改修工事

ゴムチップ層 とウレタン塗膜防水材

ティックプルーフィング株

1 工事概要

工事名称足立学園体育館屋上防水改修工事

所在地 東京都足立区

元請業者 渡喜建設昧

施 工 向弘信工業

工 期 平成 5年 1月15日～ 3月31日

防水工法 ディックウレタン SS-11工法

施工規模 900m' 

2 現状と工法の選定

築後18年経過した体育館の屋上で既存防水工法は

アスファルト防水の押え工法である。テニスコ ート

が 1面あり遊技場として使用している。一部に淵水

が発生していた。

0既存下地の状況

(1)表面は老化が進み全体に小さな凹凸がある。

(2)伸縮目地は幅15mm，スパンは2.5mで設置されてお

り，目地周辺には所々に 5~lOmmの段差がある。

(3)幅 1mmまでのクラックが所々に発生している。立

上りは仕上げモルタル部にヘアークラックの発生

が多い。

(4)側溝には部分的に押え層を通ってきた水が侵出し

ている。

このような現状のもと，できるだけ既存下地を利

用すること（押えコンクリート層を撤去しない），ま

た，改修後もテニスコート 1面を遊技場として使用

することが条件となり，露出工法で歩行可能なウレ

タン塗膜防水工法が最適と判断され，更に運動施設

としての快適性，性能の安全性が考慮され次のよう

な大きな特長があるゴムチップ層を組み合わせたデ

ィックウレタン SS工法が採用された。

(1)下地中の水分による防水層の膨れを防止できる。

（ゴムチップ層が通気層となる）

表 1 ディックウレタン SS-11工法の工程

工程 材 料 名 使用飛 工 法

1 ディックプライマーU 0 2kg/m' 刷毛，ローラー刷毛

2 ゴムチップ合材 6.4 II 翻 7ィニッシャー，7イロ‘ノ

3 ディックウレタンW 1 5 II 金ゴテ，ゴムベラ等

4 ディックウレタンN 2 0 II I/ 

5 ディックウレタン JS I 5 II ）／ 

6 ディックトップN-500 0 3 II ローラー刷毛，スプレー等

水蒸気の拡散・排気を目的として脱気筒を設岡する。

1) ディックプライマー U··• 1液性湿気硬化型ウレタン樹脂

II) ゴムチップ合材

塗骰時問

1~2時間

6-12 // 

12~24 // 

12~24 // 

12~24 II 

2~5 II 

配合割合 （パンデックス TP4221 1 

ゴムチップ ,f,3 mm 4 （重量比モルタルミキサー使用）

Ill) ディックウレタンW… 1成分形ウレタン防水材 (JISA6021 1類）

iv)ディックウレタンN・・・ 2成分形ウレタン防水材( II ) 

v) ディックウレタン JS・・・ 2成分形ウレタン防水材( II 

VI)ディックトップN-500…2成分形アクリ ルウレタン樹脂系塗料

表 2 デ ィックウ レタンW-2工法の工程

工程 材 料 名 使用嚢 工 法 塗筐時間

1 ディックプライマー U 0 2kg/m' 刷毛，ローラー刷毛 1~2時間

2 ディックウレタンW 1 0 II 金ゴテ，ゴムベラ等 12~24 II 

3 ディックウレタンW 1 0 II I/ 12~24 I/ 

4 ディックウレタンW 1 0 11 II 12-24 // 

5 ディックトップN-500 0 2 II 刷毛，ローラー刷毛 2~5 II 

(2)ゴムチップ層を施工することで下地の不陸修正を

兼ねることができ，下地を研る必要が殆どない。

(3)下地の挙動を吸収し防水層の破断を防止できる。

(4)衝撃吸収性に富み怪我の防止に役立つ（防水層の

暑さ llrnm)。

(5)ゴムチップ合材はモルタル打設による下地調整に

比べ養生時間を極端に短縮できる (12時間以内）。

3施工

(1)下地処理

i)下地の脆弱部分はポリッシャー，デッキブラ

シ等で除去する。

ii)伸縮目地中のアスファルト系材料は撤去し，

ゴムチップ合材を充填し平滑に均す。

iii)立上り部のモルタルの浮きはエポキシ樹脂を

注入し固定する。クラックはウレタンシーリ

ング材を充填する。

iv) PH廻り等防水端部は幅15mm,躯体迄の深さ

でU字カットし，防水層施工後ウレタンシー

リング材を充填する。
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(2)防水施工

〔平場〕

ディックウレタン SS-11工法 ：ゴムチップ層を含

む⑦11mmカラーウレタンノンス リップ仕上げ （表

1)。

〔立上り〕

ディックウレタンW-2工法 ：⑦2 mmカラー ウレタ

ントップコート仕上げ （表 2)。

今後の展望

施工後 2年弱が経過したが防水層の破断はもちろ

ん膨れもなく，中・高校生の毎日の使用に対しても目

立つような傷は殆ど付いていない。

変色 ・退色 ・摩耗が殆どなく良好である。

本工法の施工実績は 9年ほどであり，その殆どが

小中学校の屋上等遊技施設に適用されている。同じ

用途の他の歩行用露出防止工法と比較して経年変化

が極めて少く ，非常に耐久性に優れていると自負し

4
 

施工図

ディックウレタンJS ディックウレタンN

ディックトップ I I ディッククロス
I 
ディックウレタンW
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トップコ ー トも

ている。

また，既存が断熱ブロックや平板ブロック敷きの

屋上の改修工事や最もやっかいなアスファル トコン

クリートの場合でも撤去せずに部分補修程度で施工

ができるため，

(1)産業廃棄物の極端な軽減

(2)軽量化

(3)仮防水の不要

(4)工期の短縮

など大きなメリットがある。

更に，保育園や幼稚園，養護学校や老人ホーム等

の屋上有効利用にも役立つ工法であり ，改修工事ば

かりではなく新築工事でもその威力を大いに発揮す

るものと期待している。

写真 I

写真 4 ディックウレタン JS塗布

写真 2 ゴムチップ合材敷設

写真 5 テニスコー トライン引 き

写真 3 ディックウレタンW塗布

写真 6 完成
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超速硬化ウレタンシステム

HCスプレー
ミリオネート SP-20工法

保土谷建材工業株

1. 工事概要

工事名称 ：諌早療育センター屋根防水改修工事

所在地： 長崎県諌早市有喜町 724

発注者： 社会福祉法人幸生会

理事長 山 田幸儀

監 理 ：株式会社溝上建築設計事務所

工 期 ：平成 6年 8月

施 工者 ：レヂボンケミカル株式会社

構 造： 鉄筋コ ンクリート造平屋建

(1部 3階建）

施工面積 ：SP-20工法 3200m' 

写真 l

写真 2 プライマーの塗布

他工法にて 600m' 

工事 目的 築10年以上経過し床面の亀裂による漏水

箇所，パラペット部の破損もあり屋根部

の防水改修を行った。

2. 材料及び工法・仕様選択の経過

当物件は第 1期工事～第 4期工事と築15年～11年

を経過し既存防水層はアスファルト防水押えコンク

リー ト，モルタル防水，ウレタン塗膜防水等で施工

されていた。アスファルト防水押えコンクリート部

は通気緩衝工法，モルタル防水部とウレタン塗膜防

水部は密着工法での改修が設計された。当初密着工

法はミ リオネー トS-11工法で設計されていたが施

工部にソ ーラー設備，空調設備，架台，又立上り面

も多く施工の困難が予想されたので超速硬化ウレタ

ンシステム HCスプレー， ミリオネート SP-20工法

に設計変更された。

3. 防水工事の詳細

①既存モルタル防水面の処理

表面の脆弱部は，高圧水洗（写真 1)やデッキブ

ラシ等で除去し，樹脂モルタルで処理

②既存ウレタ ン塗膜防水面の処理

高圧水洗やデッキプラシ等で洗浄し，残存仕上げ

材の脆弱部はデスクサンダーなどで処理。

③プライマーの塗布

ミリオネート CB-30とセメントを 1: 1 （重量

比）で調合しローラー刷毛等で塗布（写真 2)。標準

塗布量は 0.3kg/m'

④ HCスプレーの塗布

スプレー機 FP-1600を運転し HCスプレーPを

写真 3 HCスプレー Pの塗布
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所定の配合比で塗布（写真 3, 写真 4)。標準塗布量

は2.0kg/mぢ

⑤仕上げ材の塗布

ミリオネー トシルバーを所定の配合比で調合しロ

ーラー刷毛等で塗布（写真 5)。

4. まとめ

今回の物件は海の近くで風が強くその上すぐに風

向きが変り，養生にかなりの配慮を要した。又今年

の夏は異常に暑く作業性も低下したが小型マシーン

FP-1600のスプレー機を運転しての 1日当りの施工

写真 4 HCスプレー Pの塗布と HCスプレー車

ウレタン建材工事報告

面積は約700m'であった。

HCスプレー Pは物性的にも従来の防水材より機

械的強度が高く，耐摩耗性，耐久性，耐水性，耐温

水性などにも優れている。又旧防水層と同種の防水

工法で改修するのに比べ高強度の HCスプレーエ

法で施工することにより 2層構造となるため，下地

の動きに対して旧防水層が緩衝材的役目を果たし更

に耐久性が向上する。今後の改修防水への展開も期

待している。

写真 5 仕上げ材の塗布

写真 6 完成写真
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1成分形ウレタン防水材による
バルコニー防水改修工事

サンシラールスーパーと

サンシラールクーラーマ ッ ト

三井東圧化学株

1. 工事概要

名 称： 安田火災海上保険（掬西荻家族寮

所在地 ： 東京都杉並区西荻北 2-5 -26 

構造規模： RC造 4階

元 請：（掬馬場建設

防水施工：レオン工業（掬

防水施工箇所： 屋上（塔屋含む） 460m'

ベランダ 250m' 

防水工法： 屋 上B-4エ法

ベランダB- 2エ法

工 期： 平成 5年11月～12月23日

（ベランダ部分は12月4日～12月23日）

2. 工事内容

本物件のバルコニー防水改修工事では， 1成分形

のウ レタン塗膜防水材（サ ンシラールスーパー）を

使用した。

1成分形は， 一般的に①攪拌 ・混合の必要がない

ため，作業効率が良く，練り場を確保しないで済む

② 2成分形のように可使時間の制限がない 等の

特長があり，小面積 ・少人数での工事に適している。

また，ベランダやバルコニーには，クーラーなどの

室外機が設置されていることが多く ，その移動や段

取りに意外に手間がかかるケースがある。当物件で

は，このクーラー装置の対策として自着層付のウレ

タンシート（クーラーマット）を作成し，工程の簡

略化を図った。具体的には，ウレタン塗布作業に先

立ち，クーラーを持ち上げてプライマーを塗布，プ

ライマー乾燥後クーラーマットを張り付けクーラー

を再設置し， 1成分形ウレタン防水材を塗布― と

いうのが施工手順である。

クーラーマットの構成図を図 1に示す。

クーラーマットは，下層に自着層（未加硫ゴム）

を有し，張り付け後，簡単な転圧で下地と接着させ

る。上層はウレタンゴムで形成されており，塗布し

たウレタン防水材(1成分形， 2成分形を問わない）

と馴染みよく完全に接着するものである。

3. まとめ

バルコニーは一般的に小面積であり，本工事でも

クーラー装置等が設置されているため屋上防水に比

ベ種々制約を受けることになった。これらに対して

材料システムの開発 (1成分化）や複合材との組み

写真 1 プライマー塗布
写真 2 一成分形ウレタン防水材 写真 3 「サンシラールスーパー」塗布
rサンシラールスーパー」の材料配り
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写真 4 トップコート 塗布

ウレタン建材工事報告

合わせを行うことによって，より合理化した防水工

事を実施するという観点で本工事に取り組んだもの

である。結果は，想像以上の成果を上げられたもの

と満足している。

写真 5 完成 写真 6 クーラーマ ット張り付け

写真 7 クーラーマッ ト端末処理

＊通常サイ ズ厚さ 2mm 620mm X 920mm I 0枚／箱

＊通常色 グレー

写真 8 クーラー廻りの仕上り

図 1 クーラーマ ッ ト構成図

□ :；ロニ
|Iゥレタン樹脂 Invn 自落層付シート lnvn|1 □]: /mm 
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ずいひつ

＇ 『水から火へ』

株式会社 大林組技術研究所

建築第 3研究室主任研究員

堀長生

Iど足のわらじ I命はとおくへ
排除することで火災安全性を担保

しようとしたために，国内の有機

水と油とか，犬猿の仲といった 会社の先輩k氏は，人は善いが， 材料メ ーカーは防 ・耐火の世界に

浮ついた話をしたいわけではな 口が悪い。「水から火じゃあ，堀ち 踏み込むにも厚い壁に阻まれて疎

い。技術研究所に籍を置いている ゃん， だんだん金カネは遠くなるな。」 遠となってきたのだ。もう少し詳

と「今，どんなテーマに注力して といわれたことがある。いわく， しく説明すると，現状の防火材料

いますか。」としばしば聞かれる。 時の流れは，火カ水スイ木モクキ金ンと進むのに の規制は，達成すべき性能を明示

最近，この手の質問の答えに言い この流れに逆らうと金儲けはでき したものではなく，採用すべき材

よどむことが多くなった。もちろ ないと。この話，とても馬鹿馬鹿 料を明示するとい う仕様書規定の

ん小生は，建築仕上材料の世界で しいようだが常に現場から真実を 性格が強い。仕様書規定的な材料

鍛えられ，育てられてきたわけで， 見続けた人の話だけに，ずうっと の規制は，火災安全性の確保とい

この分野のプロである！と大見得 心に引っかかるものがあった。 う目的に対しては，この分野に関

は切れないにしてもプロでありた I‘'7.J<'笏が流れる
する専門的知識がなくても普及が

ぃ，いや今後ともずっとプロでな 可能で，実質的な効果を短期間に

ければならないと思っている。 建物の内装仕上げを設計する際 上げ得るという大きな利点を有し

しかし近年，会社の方針もあっ に，内装制限とい うやっかいな法 ている。しかしその一方で，材料

て，防 ・耐火の方面にも首を突込 律があり ，不燃，準不燃などと分 の規制を制定した時に予測されて

む羽目となり ，実は二足のわらじ 類された防火材料によ って適用部 いないような材料が開発されたり

状態なのである。だけど，圧倒的 位が制限されていることはよくご 技術革新があった場合，これを有

にお付き合いは仕上材料の分野の 存じのことと思う。ここで使われ 効に評価できないという問題点を

方が多いので先程の問いには困っ る防火材料は，仕上材料であるこ 抱えている。

てしまう。そこで防水材料から防 とが多く ，耐火被覆材も仕上材料 また，現状の防火材料試験法を

火材料へ研究がシフ トしています とは密接な関係があって，建築仕 みても，不燃，準不燃，難燃とい

という意味で，小さな声で「水か 上材料を業と して いる者にとっ ったグレーディングのための階級

ら火へです。」と答えているがほと て，防 ・耐火はと ても身近な問題 試験法であって，実火災時の材料

んど理解されていない，と思う。 なのだ。 に対する要求性能を明示したもの

しかし，我が国の建築法規は， ではないし，不燃，準不燃各々の

できるだけ有機物を建物内部から 性能間に連続性がないために，そ
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の中間に位置するものの価値が認

められないばかりか，準不燃材料

のどの性能をグレードアップする

ことによって不燃材料となるのか

という開発目標が不明確であると

いう点に問題があった。このよう

な背景があって，防・耐火材料の

開発はいささかマイナーな位置付

けとなり技術革新も起こらなかっ

たのではなかろうか。メ ーカーの

立場からいえば，達成すべき性能

を明示されればファイトもわく

が，適用できる材料が限定される

現状の法規制のもとでは，開発メ

リットも小さく，これが水に比べ

て火は儲からないといわれる所以

であった。

1いよいよ‘‘火’'へ
ところが最近，防 ・耐火の世界

がにわかに騒がしいのである。理

由は，建設省総合技術開発プロジ

ェクト（総プロ）「防・耐火性能評

価技術の開発」がスタートし， こ

の成果の目玉が防 ・耐火試験法を

定めた告示を20数年ぶりに改正す

るという情報にある。時節柄改正

は，国際調和型評価法を念頭に置

いたものになるわけで，非関税障

壁とまでいわれている防火材料の

規制が緩和されれば，我々ゼネコ

ンなどユーザーにとっては海外の

優れた防 ・耐火材料が安価に使用

でき，より安全でロ ーコ ストな建

物をお客様に提供できることとな

る。また，今まで仕様書的な規制

によって，技術革新の目が摘まれ

ていたメーカーは， 達成すべき性

能が明示されることによりいかん

なく技術力の発揮が期待でき，新

材料の誕生が期待できる。という

ことは，今後は火の分野も金儲け

の対象になりうるということで，

まさに開発競争に火が付いたとい

えるかもしれない。

今，防火に関する材料で注目さ

れている耐火塗料は，外観が通常

の塗料と同じでその主成分である

ポリ燐酸アンモニウムが火災時に

30~50倍に発泡して，断熱性を有

する耐火被覆材となるもので，通

常は 1皿程度の厚みで使用され

る。鋼材の形をそのままに構造体
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, I 

として設計できることや，外部鉄

骨への応用も容易なことから意匠

的に優れた建築の設計が可能とな

る。英国では，1990年代に入って，

全耐火被覆材の15％がこの耐火塗

料によるという調査結果もあるよ

うにヨ ーロ ッパでの普及が著し

い。これは，一例にすぎないが，

防・耐火の試験法が改正されれば，

これらの材料の適用は，極く当た

り前となるわけである。このよう

なビジネスチャンスの到来にウレ

タン建材業界も指をくわえている

はずもなく，各社虎視眈々と準備

怠りなく進めておられることと思

う。小生も当分は，防火材料にも

注力することになりそうで，これ

からは元気よく「水も火も」と答

えることにしたい。

追記：耐火塗料のト ップシ ール

は，世界的にウレタン塗料が使用

されている。蛇足ながら追加させ

ていただく 。



NUKNEWS 
定時総会を開催 :→[IIIIIIII|||||1こ::会
さらにウレタン建材0)

拡販PRを
当工業会の第11回定時総会が 5月17日東京平河町

のマツヤサロンで開かれた。

総会では平成 5年度の事業報告および決算，同 6

年度事業計画および予算などの議案が審議され，ぃ

ずれも原案どおり可決された。

総会終了後の懇親会で大津山会長は「昨年は広報

委員会でウレタン建材の PR誌を作成し，ウレタン

建材の各分野での優秀性を積極的に PRした。現在

は安全指針の確立のための資料を作成するなどあら

ゆる観点から，ウレタン建材拡販のための努力を続

けている。長く続いた不況もどうやら先が見えてき

たようでもあり ，当工業会としては本年をさらに飛

安全パンフレットを発刊

「防水工事における

安全な作業をするために」
安全指針の確立を目指し，積極的に PRを図る

当工業会では，広報委員会が中心となって新たに

安全パンフレッ ト 「防水工事における安全な作業を

するために」をこのほど作成，安全指針の確立に向

けてユーザーに対する積極的な PRを開始した。

同パンフレットは，日常の防水工事作業で発生す

る危険性を防ぐため，一人一人が力を合わせ安全を

確保していくノウハウを分析，カラーイラストをふ

んだんに使い，解りやすくビジュアルなものとなっ

ている。

構成は，防水作業の安全チェックポイント（作業

全般でのチェックポイント／作業中とその前後の安

定B

挨拶する大津山会長

躍の年としたい」と抱負を述べた。

次に来賓の通産省窯業建材課 ・阿部係長，建設省

官庁営繕部 ・福岡係長，千葉工業大学 ・小池迪夫教

授らが祝辞を述べた。

この後，伊藤副会長の乾杯の音頭で盛大なパーテ

ィーヘと移った。

. ；● ・・＿會.. ．． 
・ご：t：9:~｀ -J ...、• い~ ● ・・～・...．し．．．．．o．．、.....‘̀.. 
."”"”” ．．~し~~・•••• ̀‘‘皿●●

加•=•：哄．窃••"''··

全チェックポイント）／有機溶剤取扱い上の注意

点／危険物に関する注意点／換気不良危険作業の心

得／運搬，保管の注意点／足場，養生の心得／ウレ

タン防水用材料に含まれる危険，有害物質／消防法

危険物としての分類~など。

B5 見開き 8頁，カラー
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塗膜防水工事の新しい工—ス

東洋紡スパンポンド不織布
（補強材）

東洋紡スパンボンド不織布は、東洋紡が独自の技術により開

発 したポリエステルフィラメントの長繊維不織布て‘す。塗膜

防水工事の補強材としてこれまて‘‘にない頼もしい力を発揮します。

く強度〉プラスく伸度〉

東洋紡スパンボンド不織布を

使えばこれまでにないタフな
防水層が形成されます。

■東洋紡スパンボンド不織布の特長
●束洋紡スパンボンド不織布は、補強甚材に必要なb.L張積（破

壊強度x破壊伸度）が大きいため、補強効果がすぐれていま'to
●束洋紡スバンボンド不織布と防水材の組合せにより、タフて強

じんな防水陪が形成され、理想的な補強効果を発揮します。

●束洋紡スパンボンド不織布は、タテ・ヨコ・斜めにバランスがと

れたシートてすから、施工時に局部的歪み、目ス．、レが起こらず、

施工が容易て‘、防水府の補強においても、．無方向性のバラン

スのとれた効果を発揮します。

●束洋紡スバンボンド不織布は、索材がポリエステルてすから、

耐蝕性・耐溶剤性・酎候性・寸法安定性にすぐれています。

●束洋紡スパンボンド不織布使用により、防水材と補強甚材が一

体となり、所定の均等な厚さの防水層が、かんたんに形成て｀きます。

ご要望に応じられる、さまざまな
スパンボンドが揃っています。

■東洋紡スパンボンド不織布の製品ガイド

~ ~ ~ 

品 番 幅※・ cm 長さ m／反 厚さ％

5083P 105 100 0.4 

4058P 102 100 0 4 

5088P 105 100 0.5 

4060C I 02 100 0 25 

4058P 

重量 9 / m•
強力k',/ 5 cm 伸度 ％

たて よこ たて よこ

60 16 12 50 60 

60 16 12 50 60 

80 21 15 50 65 

70 19 12 50 65 

※細幅のテー プカ ットもお取り扱い致します 。

G季東洋紡績株式会社 SB事業部

大阪営業グループ 〒530大阪市北区堂島浜2丁目 2番 8号 TEL06-348-3364 

東京営業グループ 〒 103東京都中央区日本橋小網町 17番9号 TEL03-3660-4858 
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ウレタン用硬化剤ヒ:;スフワミミこノ

ポリウレタン用硬化剤“ビスアミン’'はすぐれた品質、親切な

テクニカルサービスで皆様から御好評項い ております。

H2N 

Cl Cl 

CH2 

4,4'ーメチレンー ビス ー（2- クロロアニリン）

ピスアミン A. .. . . …• ウレタンエラストマー用

ピスアミ ン S ... . い ••• ウレタン防水剤・床材・グランド材用

ピスアミン（液状品）• ••••••• •ウレタン防水剤・床材・グランド材用
（各種濃度と注文生産に応じます）

NH2 

●御一報下さればカクログをお送り致します。皆様の御意兄をお梼ちしております。

製造元禾n罰欠山精化工業株式会社
〒641 和歌山市小雑賀 1-1 -82 ff (0734). 23-3247 

発 売 元

応；舌材ケミカル株式会社

本 社〒105束京都港区虎ノ ['93-8-21（第 33森ピル 4F) ff(03) 3436-6471歓り

大 阪 支 店 〒541大阪市 中央 区瓦町3-4-8（アサヒピル 5F) ff (06) 204-1951 

名古屋出張所 〒460名古屋市中区錦3-23-］（栄町ピル6F三井束圧化学諒内） ff (052) 961-3311的

-
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永年の実績・豊富な工法

h4•J,“• 日日
ウレタン系塗膜防水材 lI 各種塗床材

----
-ー・9 1 1 9 1ヤ

=---、上
アクアコート＃20001ウレタンコム系塗膜防水材 アクアコート 辻3000MTウレタン系高機能塗床材

）） 四2500J JIS A 6021 l類合格品 辻8000 エポキシ系硬質厚塗床材

)) ±t8851 エポキシ系帯電防止床材

⑭小松贔如贔式会社
本社・エ湯／千葉県野田市中里22？合（0471)29-3121 営業所／東京都台東区柳橋を15-3合(03)3863-6000

く ② 日本工業規格表示許可

JIS-ABO巳1
塗膜防水材 ウ し掌>

澁猛ポーXNR工法

悶旦『』L゚ 一JL~ロコ9-
防塵美装材
工場床、駐車場 :cJC-』L,
雲犀卜用混和剤、止水剤

本 社 〒116東京都荒川区西日暮里2-45-2も03(3801)1157 FAX03(3803)4516 

株賽京ポーXエ禦社営業所 〒344埼玉県春日部市梅田2-4-28 合048(763)0038的 F奴048(761)8586
営業支所ボース西日本洵 も0729(57)5312 東北ポース掠 合022(284) 9863 
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建てものの寿命を延ばし大りな財産をお守りします
防水工事・外壁防水塗装工事

塗膿防水工事 、
• ポ lノフレタノ系
•エポキシ系
• アクし））レコム系
• F . R.P系

アスファルト防水工事
●熱工法
●常温工う去

シート防水工事
• カネボウベルシート
●サ ンダソク）レーフ

エポキシ樹脂接着工事
● 床•壁•柱•梁などの注入工事

エポキシ樹脂酎酸
●エポキシ及ひポリエステル

指定•特約工事店
住宅・都市整備公団

東京都住宅供給公社｝

清起 工業株式会社
本 社〒190束京都昭島市玉 川町5-15-17 虚，i古 0425-46-5311（代）
千葉支店 〒276八千代rli勝n1台2-16-9 虚話 0474-82-77 5 6 
埼玉支店 〒338り限f-rli上峰4-2-9 '屯話 048-858-05 9 8 

I ウレタン用液状配合剤恋誌岳豆展・1慰科格ご直藝だ声い 1 

＂J ィrr•
ウレタン用液状配合剤
ぅ＞防水材、床材、テニスコート、

競 技用グランド材などに

利用されています。

TOKYO 
JUSHI 
KOGYO 
CO.,LTD 

東京樹指工業株式会社
本社／東京都千代田区岩本町 2-10-1

〒101 合 03-3863-1258
工場／千葉県 市川 市 鬼高 1-3-12 

〒272 合 0473-79-7701 
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Cosmor,1HR 
ノンタールウレタン屋根防水用塗膜材

00  

総発売元 製造元

JIS許可番号

3 8 5 1 1 1 

・ 住友化学工業株式会社 0 日本工業規格表示許可工場

斎藤株式会社塗料事業部化成品事 業部機能性樹脂部

大阪Ii中央区北浜 4-5 -33 TEL 06-220-3666 

束ボ都中央区新川 2-27-l TEL 03-5543--5661 

名古／令市中区錦町 l-11-10 TEL 052-232-2258 

感 270-02 千葉県野田市中里 中里工業団地
TEL. (0471) 29-433]（代） FAX.(0471) 27-0006 

|弼ー工業製翠の』
広範囲の応用用途で

実績を誇るポリウレタン

土木・建築材料
●ボリウレタン主剤

R 

嗜•97し‘‘、ワフ( /'）ーズ

防水材 、床材 、 目地材、虹 接 漬 、 改 且 ；主型の新しい 碁材

●ポリウレタン硬化剤 R 

ポI'‘‘―ドアー ／リーズ

•ウレタン系止水材 R 

ポ．，，，：〒ウt--"'リ ーズ

•ウレタン系接着剤 ®

モ‘”‘̀‘"／リース‘

技術と信頼のケミカル・パートナー

〇第一工業製薬株式会社
本 社 〒600 京都市下京区塩小路通鳥丸西入Jレ

（新京都センタービル 7階）

東 京支 社 〒103 東京都中央区日本橋3-12-1 （三木ヒツレ）
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カラーひじき弾性舗装材

ユ—フレックスLB
Iit." 
型

01

型 15mm 1 6枚／ m•

02

型

旨
L

芯

l

1

E5cc
ー

>:
厚 さ

25mm 

施工枚数

16枚／m’

1梱包

16枚

20mm 18枚／ m•

24枚

18枚

03 平板と視覚障害者誘導用
型 1 300mmx300角 20nwn 12枚／ m• 10枚

＇i；■渭●ジョギングコース・公園
●病院・身障者施設・学校・幼稚園
●一般歩道・歩道橋
●歩行用屋上・ベランダ
●老人ホーム・リゾート施設
●ゴルフ場・クラブ八ウス・歩径路
●競馬場・厩舎
●プールサイド

’］机着刹問'
●コンクリートまたはモルタル
●透水アスコン

販 売

タク9ユ—フレックス株式会社
本 社〒108東京都港区芝浦2-15-16合 03-5440-7031 FAA03-5440-7033 

大阪営業所 〒541大阪市中央区道修町を3-8 ff06-204-2575 FA)〈06-204-2573 

福岡営業所 〒812福岡市博多区下川端町9-l 2 ff030-l 9-33632 

製造

武田薬品工業株式会社

、中？t曰庄竺含社Ch疇’"' TEL06(443)7321的 FAX06(443)4666 

東京支店 〒I10東京都台東区東上野3-22-1 
TEL 03(3834)6246囮 FAX03(3833)3995 

東北支店 〒981-31仙台市泉区松森字前田58-14
TEL 022(375)5656 FAX 022(375)9889 

工場 ・技術研究所
TEL 06(394)3456 FAX 06(395)2654 
商品開発センタ ー
TEL 06(395)2655 FAX 06(395)2654 
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( •璽上防水工事 ・外墾防水工事 •シーリング工事 ）

■外壁補修工事業協同組合員

■全国パラテックス防水工事業協同組合員

■東日本建設防水協同組合員

■東日本シーリング工事業協同組合員

■ゴムアスファルト防水工事業協同組合員

■全日本プレハフ建築防水協会会員

■全国アロンコート・アロンウォール防水工事業協同組合員

（東点都知1叫 "r 般2,)';36279り）

Z 株式会社 2グしり-ス
取締役社長出水秀夫

東 ）K• Iii i渋谷区代 々 木］ -36- 1 TEL 03(3370)0121的

テツアドー出版の本新刊発売中！ ＿ 1 

リフォームから新築まで

ウレタン
盪農防水施工
マニュアル

監修 小池 迪夫
東京工業大学教授 ・エ博

たとえば現場管理にも役立ちます！ 1 

建築ニーズの多様化から益々評価を高めてい るウ

レタン塗）I葵防水。 しか し、安易な把え方てはせっ

かくの特性を生か し切れないのが防水の難しさ。

“現場”からの視点にウエイ トを置き、そのポイン ト

を第 3者にも解 り易く記述した実務的マニュアル。

著者日本ウレタン建材工業会
(B 5版 146ページ）

1 お申し込み〒165東京都中野区新井1-34-14株式会社テツアドー出版 TELO3(3228)3401FAX03(3228)3410| 
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「

株式会社テツアドー出版 刊行物案内 〒165東京都中野区新井 l-34-14 
TEL03 (3228)3401 FAX03 (3228)3410 

マンガ管理組合物語
■原作：藤木良明 ■原画：大山高寛

■A4判変形208頁 ■定価1000円 （税込，送料340円）

竹理組合運党の実際とマンションリフォームの計画から実
行までをマンガでわかりやすく紹介。

塗膜防水ガイドブック
■監修：小池迪夫 全国塗膜防水工事業団体連合会編

■B 5判336頁 ■定価 ：5500円 （税別、送料380円）

盟富な図表で、各社工法を わかりやすく紹介。発注者、設

計者、施工業者等の方々の参考沢料として最適。

ウレタン塗膜防水施エマニュアル
■監修 ：小池迪夫 ■著者： 日本ウレタン建材工業会

■B5判146頁 ■定価3500円（税別、送料310円）

建築のニーズの多様化から益々評価を邸めているウレタン

塗膜防水を解り易く記述した実務的マニュアル．I

月刊リフォーム

■監修：岸谷孝一 ■発行 ：陳テツアドー出版
■A4判変形100~150頁 ■年間購読料15,000円

今や社会的要訥である建築物のリフォームに 1葵Iして、さま
ざまな分野を取り 上げ、蚊新の技術 ・梢報を提供する改修

芍坪'1月刊誌。

シーリング防水技能士を目指して

■監修：加藤正守l：罰 虞 頁 ンー、三猛悶雷？髯）

没朴・材料から建築一般まで出題範囲のすべてを碁礎知識

から解説。

シーリング技能検定試験・実技の実際
■企画・制作： 日本シーリング工事業協同組合連合会

■VHSビデオ約30分
■定価： 15000円 （税別、送料込み）

シーリング技能検定試験・実技試験のポイントをわかりや

すく解説したピデオの決定版。

施工法
協同組合連合会編

2500円 （税別、送

およぴ補修方法など、シーリング
る I

リフォーム年鑑'94
■監修：岸谷孝一 ■発行： 聡テツア ドー出版

■A 4判変形700頁 ■定価13000円（税別、送料500円）

外壁、 屋上防水はもちろん、 Jぷ、給水管、防カビ・結:g防
Il：対策にいたるまで、 リフォーム •I'1,i報を満載。
関辿商品2300、施工業者4500社を収緑。

FAXでお申し込み下さい。 03(3228)3410• 03(3228)3195 
----・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ 

該当する発行物を0で囲んで下さい。

●月刊リフォーム ● ウレクン塗膜防水施工マニ ュア ル ● シーリング技能検定試験実技の実際

● リフォーム年鑑'94 ● マンガ管理組合物語 ● シーリング防水施工法

●塗膜防水ガ イ ドブ ック ● シー リング防水技能士を目指して

社 名 部課名

住所 〒

屯話

氏名 睛求得： 要・不要 部数 部

※ 1ご，i已発行物は前払制とな っております。ご入金をいただいてから発送致します。
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ウレタン施工のエキスバ トが揃いまし戸

ョuォネ-t會
I 屋上，外壁防水・塗り床，体育館床・全天候カラー舗装 I 

事務局 〒105東京都港区浜松町 1丁目 18番 14号 保土谷建材工業掬内 n(03)3437-9471囮

ミリオネート会会員名簿
地 区 会 員 名 住 所 T E L 

北海 道 シオン樹脂 工 業諒 T003 北海道札幌市白石区菊水元町 1条 1-31 (011) 873-4151 
北海 道レヂポン諒 〒062 北海道札幌市豊平区平岸 4条16-5 -28 (011) 831-4065 
北海 道特殊防水碗 〒063 北海道札幌市西区山の手 3条 4-1-15-3 (011) 642-6336 

東 北； 碗熊 谷 工 務 店 T020 岩手県盛岡市愛宕町 9-10 (0196) 23-5465 
侑吉 田塗装工業 〒020 岩手県盛岡市川目町23-5 (0196) 24-4390 
東北レヂポン蛉 〒983 宮城県仙台市宮城野区東仙台 3-13-44 (022) 297-2185 
安 住 防 水碗 〒982-01宮城県仙台市若林区上飯田 1-11-20 (022) 286-3737 
侑 東北ケミカル 工 業 〒982 宮城県仙台市太白区恵和町30-13 (022) 229-2887 
日 新 商 事碗 〒986 宮城県石巻市南浜町4-21-15 (0225) 96-0421 
丸 ＋防水工事碗 〒963-01福島県郡山市安積町日出山字大洲河原23 (0249) 43-3318 
碗工 イ プ ）レ 〒963-02福島県郡山市堤 1-127 (0249) 51-8248 

関 東 鞠 ア イ レック T320 栃木県宇都立市宮千市横石山町611-49 (0286) 25-0417 
聡日立 東亜建 工 〒316 茨城県日 町 3-8 -10 (0294) 33-3178 
聡海 野 商 店 〒310 茨城県水戸市五軒町3-1-54 (0292) 21-4618 
聡卜 ミ ナ ガ 〒310 茨城県水戸市新原 2-7 -24 (0292) 54-4471 
侑夕 ナ 力 〒310 茨城県水戸市堀町2105-3 (0292) 52-7055 
侑常 陽 防 水 〒305 茨城県つくば市松代 4-5 -19 (0298) 51-6445 
ヨ シ ダ 塗 研僻 〒277 千葉県柏市松ヶ崎418-1 (0471) 33-6868 
侑）1111 防 水 工 事 〒271 千葉県松戸市馬橋1985 (0473) 43-6277 
京葉レヂナー侑 〒275 千葉県習志野市津田沼 7-12-20 (0474) 52-8766 
侑三栄 レヂポン 〒273 千葉県船橋市夏見 6-10_8 パシオ夏見 (0474) 25-4867 
三 峰高 分子工業瞬 〒362 埼玉県上尾市原新町6-44 (048) 775-1389 
旭 工 業諒 〒175 東京都板橋区成増 3-46-9 (03)3977-2061 
共 立レ ジン工業僻 〒170 東京都豊島区北大塚 3-21-9 (03) 5394-1561 
癸 咲 工 業株 〒176 東京都練馬区豊玉北 3-12 (03) 3993-1009 
ョッ ャウレタン僻 〒161 東京都新宿区中落合 2-11-3 (03) 3954-2611 
眸リ ツ チ 〒165 東京都中野区上鷺宮 3-3 -20 (03) 3970-8606 
クニ化学 防 水 僻 〒164 東京都中野区中央 1-51-6 (03) 3362-9321 
碗葵 防 水 工 業 〒167 東京都杉並区井草 5-15-6 (03) 3395-8547 
碗日本 樹脂施工 〒167 東京都杉並区清水 3-23-3 (03) 3395-6002 
サン シン工業僻 〒135 東京都江東区永代 1-14-26 (03) 3643-6101 
総 合 建 工碗 〒102 東京都千代田区富士見 2-8-8 小谷ピ）レ (03) 3263-4430 
東 京 コ 卜僻 〒108 東京都港区三田 1-2 -20 (03) 3455-1455 
聡美 建 工 業 〒108 東京都港区芝浦 3-12-2 (03) 3454-6461 
日本特殊建材眸 〒144 東京都品/II区南大井 6-24-14 第 5下川ビル (03) 3763-5201 
聡金陽社プール工事事業部 〒141 東京都品/II区大崎 l-3 -24 (03) 3490-2353 
渡 辺 物 産僻 〒145 東京都大田区北千束 3-1-3 (03) 37 48-4011 
僻長崎ケミカル 〒144 東京都大田区仲六郷 1-24-14 (03) 3732-6076 
西 JII 防 水碗 〒196 東京都昭島市朝日町3-12-7 (0425) 43-3306 
昧ア ）レ テ ツ ク 〒231 神奈川県横浜市中区新山下2-ll-23 (045) 621-8917 
博 栄 防 水僻 〒248 神奈川県鎌倉市長谷 5-10-20 (0467) 25-4822 

甲 1言走名 北 越 産 業僻 T950 新潟県新潟市市南中紫沢竹町2-8-6 (025) 286-1191 
新 潟 レ ヂ ン碗 〒940 新潟県長岡 168-1 (0258) 34-3322 
鍋 林 建 工碗 〒380 長野県長野市川合新田字村西956-1 (0262) 21-0232 
武 山 工 業牲 〒400 山梨県甲府市幸町26-12 (0552) 35-3551 
侑富 士 防 水 〒400 山梨県甲府市国母 3-12-25 (0552) 28-1300 

中 部 牧ヤ グ チ 工 業 T417 静静岡岡県県富静士岡市市伝竜法南710 7 ((00545)2 ) 71-5656 
国 際 建 資瞬 〒420 3 -71-1 54 47-7761 
侑浜 松 日 ィヒ 〒433 静岡県浜松市泉 4-16-29 (053) 472-6955 
サカ エ化建工業碗 〒466 愛知県名古屋市昭和区広見町6-67 (052) 852-7221 
諒名 岐 防 水 〒451 愛知県名古屋市西区香呑町 6-31 (052) 522-0956 
侑オオクポグラウト 〒463 愛知県名古屋市守山区森孝 2-948 (052) 771-7826 
侑 東 海レヂポン 〒470-01愛知県愛知郡日進町五色園 2-314 (05617) 3-1962 

関 西 池田技建工業僻 T543 大阪阪府府大大阪市天王寺区勝山 1-2-3 (066) ) 773-2651 
諒 関城 化学工業所 〒530 大 阪市北区芝田 1-15-7 (0 372-2179 
不 商 事碗 〒557 大阪府大阪市西城区岸里 3-9-4 (06) 661-3871 
大 日 工 業碗 〒532 大阪府大阪市淀川区木/II東 4-9-2 (06) 305-6871 
昌 栄 亀 井碗 〒661 兵庫県尼崎市武庫之荘 3-17-11 (06) 431-8429 
僻富 士防水工業 〒652 兵庫県神戸市兵庫区永沢町3-1-3 (078) 577-1956 

中国・四国 協 栄 防 水侑 T680 鳥取県県鳥岡取山市市湖幸山町3-503 (0857) 28-6161 
碗マナ・エンタ ープライズ 〒700 岡山 町 6-17-202 (0862) 23-0300 
照 見 工 業誅 〒731-01広島県広島市安佐南区八木 9-21-8 (082) 873-4283 
大 早 暉 産 業榊 〒759-15山口県阿武郡阿東町大字徳佐下909-1 (08395) 7-0628 
餘日 光 〒746 山口県新南陽市桶川町 4-13 (0834) 63-0272 
僻日 新 建 工 〒763 香川県丸亀市田村町525 (08772) 4-3535 

九 州 レヂポン ケ ミ カ ル 碗 T852 長崎県長崎市梁川町4-4 (0958) 64-1220 
東 邦 工 業僻 〒870 大分県大分市西新地 1-9 -28 (0975) 51-6686 
侑ユニパーサル建材工業 〒880 宮崎県宮崎市大字芳士2562-2 (0985) 39-6431 
南西建塗工業聡 〒900 沖縄県那覇市前島 2-16-11 (098) 861-4679 
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ウレタン建材製品一覧

製 品 名 メ ーカー 規 格
標準価格（円／m'）
（材工共単価）

備 考

タケネート L-1020/I武田薬品工業聡 I6 kg/12kg 

タケラ ック PC-3100

タケ ネート L-1028A/

タケラ ック PC-5600

タケネート L-1031/

タケラック PC-5800

タケネート F-135/

タケラック PC-5300

タケネート L-1032/

タケラック PC-7400

T Q ス プレイ

タケネート M-402

11 F-514 

コン パ ウン ド原料 P-21

11 P-23 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

I
I
I
I
 

II P-40 I // 

ソフランシール UT-25 東洋ゴム工業聡

II UTC-25 I II 

カラー，ノンタール防水材用

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

UNC-25 

UN-25 

UC-25 

UCC-35 

F-UC-35 

SS-UC-25 

ソフ ランフロ アSF-240-lST

II SF-240-SORT 

ディック ウレタ ン（防水用）

II 

II 

II 

II 

II 

プライアディック（床用）

パ ンデックス （舗装用）

II 

ウォールライト （外壁化粧防水）

II 

II 

II 

I
I
I
I
 

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

II 

8, 16, 18kg 

8, 18kg 

10, 18kg 

2.5kg/7.5kg 

210kg/175kg 

(A剤）固型分(%)50士2,

16kg 

(II)固型分（％）40土 2,

4, 16kg 

(B剤）

(11) 

(II) 

2.5kg工法

2. 5 // 

2.5 II 

2.5 // 

2.5 // 

3.5 II 

3.5 // 

2.5 // 

標準10色

II I標準10色 （クッション

層4.0kg+SF-2402.0 

kg厚み5.0mm)

大日本インキ化学 SS-11-C 厚11mm

工業聡 CN 厚 2mm 

“
I
I
”
 

// I II I WS-1 厚1.5mm

パ ン レ タ ン 1保土谷建材工業聡 ICN-D3 

II 

II 

II 

I
I
I
I
 

C-3C 厚 3mm 

s_6 厚 6mm 

DX-1 厚4.5mm

SS-11 厚11mm

B-2 厚 2mm 

P-6 厚 6mm 

PS-13 厚13mm

WR-1 厚1.5mm

CN-DX3 

CC-T3 

CN-S3 

CU-3 

IU-2 

カラー防水材，軟質床材用

”
 硬質床材用

2液シーリング用

超速硬化スプレイシステム

（床材 ・防水材用）

プライマー

防塵，塗床， トップコート用

建材用硬化剤

II 

II （モカ溶液）

3,soo Iタールウレタン

4,200 Iクロス 十タールウレタン

4,600 

3,600 

7,900 

II 
3,900 ノンタールウレタン

5,000 カラーウレタン

6,900 クロス＋カラーウレタン

6,600 歩行用カラーウレタン

7,000 ソフランクロス＋カラーウレ

タン＋脱気工法

13,800 脱気複合工法（スポーツ床仕上げ）

5,600 ベランダ（住都公団仕様）

6,700 軽歩行用，カラー仕上げ

10,500 スポーツ床仕上げ

8,300 脱気絶縁工法(X-1相当）

13,800 脱気複合工法（スポーツ床）

4,600 一般屋内床

10,200 弾性舗装

19,700 陸上競技場

5,900 砂骨ローラー仕上げ

5,500 吹付仕上げ（小玉）

7,800 歩行用舗装仕上げ

（パンステップ）

9，印0|体育施設用舗装仕上げ

（パンステップ）

6. goo I軽歩行用塗装仕上げ

（パンステップトップ）

5,soo I非歩行用塗装仕上げ

（パンシルバー）

5,1001歩行用コ ンク リート押え（別途）

4,000 歩行用コンクリート押え又

はモルタル仕上げ（別途）
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ウレタン建材製品一覧

製 品 名 メ ーカー 規 格
標準価格（円／m')

備 考
（材工共単価）

II II IC-2 5,800 軽歩行用塗装仕上げ

（パンステップ トップ）

II II CU-2 3,900 歩行用コ ンクリ ー ト押え又

はモルタル仕上げ（別途）

ミ リ オ ネ 卜 II DC-35-D 10,300 多目的通気緩衝工法 DX
// II KC-35-D 8,600 多目的密着工法 DX

II II DT-35-P 8,700 歩行用通気緩衝工法

II II KT-35-P 6,800 歩行用密着工法

I! II DC-25-T 7,200 軽歩行用通気緩衝工法

P.F.Q.NB 

II II KT-25-S 4,700 非歩行用密着工法P
// II DC-40-T 10,300 厚塗り通気緩衝工法 FQ

// II C-40-T 7,900 厚塗り密着工法 FQ
／／ II C-20-T 4,900 ベランダ用密着工法 FQ

II ／／ T-25 4,200 便所，風呂等用密着工法モル

タル押さえ別途

II II KT-25V-S 5,100 立面防水P

サンシラ ー ル TN.C 三 井東圧 化 学諒 AN-3, AT-3 3 mm厚 6,500 非歩行トップコ ート仕上げ

ウレタン事業部

II 

“ AN-4, AT-4 4 mm厚 7,200 II 

サ ン シ ラ ル II B-3 3 mm厚 6,900 歩行用トップコート仕上げ

II II B-4 4 lllill厚 7,700 II 

II II CT-1 3 mm厚 5,500 押えコンク リート

モルタル塗仕上げ

II II CT-2 4 mm厚 6,200 II 

II ／／ D-1 5 mm厚 9,700 弾性舗装防水（屋上）

II II D-2 6 mm厚 11,000 II 

リ ム ス プ レ II RF-2 2111111厚 11,000, 12,800 床工法（開放部，階段室・外

階段）

／／ II RS-2 2 mm厚 7,200 露出歩行用（屋根防水）

（密着工法）

II // RS-3 3 mm厚(!!) 8,800 露出重歩行用（屋根防水）

// // RM-3 3 mm厚 8,900 露出歩行用（屋根防水）

（絶縁 ・緩衝工法）

II II RM-4 4 mm厚(!!) 9,800 露出重歩行用（屋根防水）

II II RS-4 4 mm厚 13,500 露出駐車場用（屋上駐車場）

II B工法厚さ 3.5mm 9,700 中層階，地下駐車場防水，塗床材

アク アコ ー ト W-3 小 松合成樹 脂 條 クロス入り 6,700 一般屋根

軽歩行用 厚 3mm 

ア ク ア コ ー ト W-4 // クロスなし 5,400 ベランダ

軽歩行用 厚2.5mm

アク ア コー ト M31 II クロス入り 5,900 一般屋根

押え工法厚 3mm 

ア ク ア コー トWF-31HP II 脱気工法 8,300 II 

軽歩行用 厚4.5mm

ア ク アコート WF-51HP II 脱気工法 7,200 II 

非歩行用厚 4mm 

建 昔口I¥, 省 仕 様 X-1 II 脱気工法軽歩行用 8,200 JI 

建 ニ取n、 省 仕 様 X-2 II 密着工法軽歩行用 6,600 II 

建 設 省 仕 様 X-3 ／／ II 4,900 II 

ア ク アコート ＃3110 II 21-U SF-1 5,100 ウレタ ン塗床 厚 2mm 

ア クア コ ート ＃3000MT II 23-U SF-1 5,500 ウレタン系耐熱塗床

コ ス モ フ レ ックス R 斉 藤 條 CR-1・1 2 nun厚 4,400 非歩行トッ プコートシルバー

仕上げ
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ウレタン建材製品一覧

製 品 名 メ ーカー 規 格
標準価格（円／m')

備 考
（材工共単価）

／／ II CR-3・1 3 3111111厚 6,900 II 

II II CR-4•1 4 mm 8,100 II 

II II CR-1・2 2 mm 5,300 非歩行露出ト ップコ ー トカ

ラー仕上げ

II ／／ CR-3-2 3.3mm厚 8,100 II 

II ／／ CR-4-2 4 mm 9,700 II 

II II CRF-2・1・2 3 mm 8,100 歩行露出ト ップコー トカ

ラー仕上げ

通 気 緩 衝 工 法 II SSN-1 7,400 軽歩行露出ト ップコ ートカ

ラー仕上げ

II II SSN-2 8,400 歩行露出ト ップコ ートカ

ラー仕上げ

II II SSN-4 6,400 非歩行露出 トップコートカ

ラー仕上げ

パネ コ 卜 X-240 新 東洋 合成 諒 EC-MJ工法 厚 2mm 5,400 露出非歩行防水

II X-240 ／／ CX-A工法 厚 3mm 6,100 露出歩行防水

II U-500 II RS-M工法厚 2mm 4,200 保護歩行防水

II U-500 II BW-B工法 厚 2mm 4,600 地下防水

// PR-800 II KP-7工法厚 7mm 12,000 厚塗型露出歩行防水

II R-600 II KR-7-D工法厚 7mm 14,000 体育施設用露出防水

パネ コートスマ ッシュF-400 II SR-1工 法 厚 5mm 7,100 通気複合露出歩行防水

II F-400 II SR-5エ法厚6.5mm 10,500 II 

（難燃性仕上げ）

／／ F-400 ／／ M-1工法厚5mm 9,600 体育施設用弾性舗装

パネ コ ートイナデ ィ F ／／ F-1工 法厚 2mm 5,300 塗床（速硬化型）

D D 防 水 工 法 諒ダ イフレ ックス DD-1工法 6,800 露出軽歩行用

（脱気絶縁複合防水工法） II DD-2エ法 8,000 II 歩行用

II DD-3工法 10,300 II スポーツ施設用，歩行用

／／ DD-4エ法 6,000 II 非歩行用

“ 
DD-10工法 7,100 II 軽歩行用

II DD-20工法 8,200 II 歩行用

II DD-30工法 10,300 II スポーツ施設用，歩行用

II DD-40工法 6,200 II 非歩行用

II DD-50工法 11,300 II 歩行用無機質仕上げ

II DD-60工法 8,800 II 軽歩行用 II 

アー トフロアー NS 中 外商 工 諒 厚15mm 3,300 屋外一般床用

ノンスリッ プタイプ300円／m'UP

II ／／ 厚2.0mm 4,200 II 

II スポルトン GL15 II 厚15.0mm 11,500 体育館床，ウレタン・ゴムチッ

プ複合弾性床

II ／／ GL18 II 厚18.0mm 12,500 II 

II II 3L II 厚3.0mm 6,000 体育館床，弾性ポリウレタン

積層

II II 5L II 厚5.0mm 9,000 II 

ア ートフロアパルナット II 厚2.5mm 8,500 屋内一般用木質感覚仕上げ

／／ // 厚4.0mm 10,000 II 

アー トフロア UP II 厚1.0mm 2,600 硬質ポ リウレタ ン系，工場施

設床

II ／／ 厚20mm 5,800 II 

アー トフロア US II 厚2.0mm 6,500 耐熱水性ポリウレタン，工場

施設床

II II 厚5.0mm 13,000 II 

ゥ レ ボ ン R-200 採東京ポース工業社 RN-200 2.0mmシルバー 4,500 非歩行用シルバー仕上

建設省 X-3仕様相当
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ウレタン建材製品一覧

製 品 名 メーカ 規 格
標準価格（円／m')

備 考
（材工共単価）

II II RN-300 3.0mmシルバー 6,500 非歩行用シルバー仕上

建設省 X-2仕様相当

／／ II I RC-200 2. 0mm各色 5,100 軽歩行用トップコートカラー

（仕上）建設省 X-3仕様相当

II II I RCN-300 3.0mm各色 1 7,000 歩行用トッ プコー トカ ラー仕

上建設省 X-2仕様相当

// II RNB-200 2. 0mm黒 3,900 保護モルタル仕上

II II RNB-300 3. 0mm黒 5,900 II 

II II RTC-500 5. 0mm各色 9,100 屋上運動施設用

II II RTC-700 7.0mm各色 12,000 I/ 

ウ レ ポ ン NR ／／ NR-10 4.0mm 6,600 露出非歩行用

シルバー

II II NR-20 4.0111111各色 7,000 露出軽歩行用

ウレポン NR立上り用 II 立上り用2.0mm 5,200 シルバー立上り 面

II II II 5,300 トップコートG,F各色立上り面

II II II 5,500 トップコート B各色立上り面

I~ ）レフ ロ ア II PF-2200 2.0mm各色 5,100 一般床単色シームレスフロアー

II ／／ PF-2300 3.0mm II 6,200 一般床， ノンス リップ仕上，

単色シームレスフロアー

パールフロアーペスト立上り用 II PFB-200 2. 0mm 5,400 シームレスフロアー速硬化性各色

II II PFB-300 3. 0mm 6,500 II 

II // PFB-500 5. 0mm 10,200 II 

プル ー フ ロ ン N-500 日本特殊塗料淋 NN-14エ法 2.5mm 5,600 JIS A 6021 2類

II II NN-15工法 2.0mm 4,700 II II 

II II NN-30工法 3.5mm 6,900 II II（寒冷地仕様）

プ ルーフロ ン C-100 II NC-08工法 2.0mm 5,000 JIS A 6021 1類

II II NC-10工法 2.0mm 5,400 II II 

／／ II NC-11工法 2.0mm 4,700 II II 

II // NC-12エ法 2.5mm 6,200 II II 

II II NC-14エ法 3.0mm 7,600 II II 

プルーフロン NTF防水工法 ／／ NT-F51工法 6,400 ウレタン複合防水工法

II ／／ NT-F52工法 6,900 II 

II II NT-F53工法 8,500 II 

II II NT-F54エ法 10,200 II（スポーツ床）

フ ロ ン # 11 東日本塗料 淋 TW-1.6T 5,400 屋上防水用カラーウレタン，

軽歩行用 6色

II II I TW-1.6TN 6,500 I屋上防水用カラーウレタン，

軽歩行用ノンスリップ

／／ 

#35 

／／ I TW-2.7CT-J 9,300 I JASS 8 L-UF適合クロス

フ ロ ン II NW-l.6T 4,700 ノンタールウレタン露出防水

トップ仕上げ，非歩行用

II II I NW-2. 7CT-J 7,600 I JASS 8 L-UF適合クロス入非歩

行用

フ ロ ン #36 I II I BW-1.6T 4,700 Iノンタ ールウレタン露出防水

トップ仕上げ非歩行用

II II I BW-2.7CT-J 7,600 JASS 8 L-UF適合クロス入非歩

行用

ウ レ 夕 ン MU-20 モルナイト興業聡 ⑦2 mm（モルタル別途） 3,700 歩行用

II MF-30 // ⑦3 mmカラー仕上 6,000 軽歩行用

／／ MS-50 II 04 mm II 7,500 歩行用

／／ MN-20K II ⑦5 mm II 8,000 改修用歩行防水

II MS-100 II ⑦4 mm JI 6,500 非歩行複合脱気工法

II MS-300 II ⑦4.5mm ｝｝ 7,500 軽歩行用複合脱気工法

ピュ フ ロ ア ー F II R1.5呻 II 4,500 ウレタン系平滑塗り床
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ウレタン建材製品一覧

製 品 名 メ ーカー 規 格
標準価格（円／而）

備 考
（材工共単価）

エ ポ モ ルタル 300 II ◎ .0mm II 8,500 エポキシ系 II 

エ ポ コ ー テ ィング 220 II 01.5mm II 4,800 II 平滑床

カラ ゾ ー ン コ ート U // 2回塗り 2,300 エポキ シウ レタン系

グ ラ ン ド シ ール ＃1000 日立化 成 工材 昧 GKT-RC-30K工法 5,800 タールウレタン防水層

保護塗料仕上げ

II II GKT-RC-35K工法 6,400 II （建設省 X-2仕様）

II #2000 II GKT-RC-30K工法 6,300 カラーウレタン防水層

保護塗料仕上げ

II #2900 II GKT-RC-45A工法 7,200 ノンタ ールウレタン防水層

保護塗料仕上げ

H V 防 水 工 法 II HV-1 7,100 露出軽歩行用

（脱気絶縁複合防水工法）

II II HV-2 8,200 露出歩行用（建設省 X-1仕様）

II II HV-4 11,000 露出ス ポーツ施設用

A M 工 法 ／／ AM-1 7,700 露出軽歩行用

（脱気絶縁複合防水工法）

／／ II AM2 8,800 露出歩行用

II II AM-4 11,600 露出スポーツ施設用

サラ セー ヌ SD-830S 旭 硝 子 採 ⑦3.0mm 5,500 一般屋上用

（非歩行露出シルバー仕上げ）

II SD—立上り 820S II ⑦2.0mm 4,800 一般屋上用立上り用

（非歩行露出 シルバー仕上げ）

II HD-C70T ／／ ⑦7.0mm 10,500 一般屋上，スポーツ兼用

（歩行用カラー露出仕上げ）

II HD-C50T ／／ ⑦5.0mm 8,000 一般屋上，スポーツ兼用

（歩行用カラー露出仕上げ）

II SD-C40T II ⑦4 0mm 7,000 一般屋上用

（歩行用カラー露出仕上げ）

II SD-C30T II ⑦3 mm 6,000 一般屋上用

（歩行用カラー露出仕上げ）

／／ SD-C20T II ⑦2.0mm 4,500 ベランダ，バルコニー

（歩行用カラー露出仕上げ）

（非歩行用露出シルバー仕上げ）

II SD-F20 II ⑦2.0mm 4,200 教室，オフィス，マンション，

廊下等一般床

II SD-QC20T II ⑦2 0mm 5,900 速硬化性防水材

（歩行用カラー露出仕上げ）

II SD-QF20 ／／ ⑦2.0mm 5,400 速硬化性床材マンション廊下，

一般床

II AV-B50S II ⑦5.0mm 6,500 通気・緩衝防水工法

（非歩行露出シルバー仕上げ）

II AV-C50T艶消し II ⑦5.0mm 7,000 通気 ・緩衝防水工法

（歩行用カラー露出仕上げ）

II Tフッ素 II 各工法単価に フッ素樹脂塗料

500/m'up 

ア 卜 レーヌ U #50 アト ミクス聡 HCS-35 厚 3mm 7,800 非歩行密着工法（屋根防水）

ア 卜 レ ー ヌ U #60 II KCS-35 厚 3mm 9,500 軽歩行密着工法（ II ） 

／／ II KNM-35F 厚 3mm 8,700 軽歩行ノンスリップ（プールサイド）

／／ ／／ ADS工法 厚 3mm 11,300 軽歩行通気緩衝工法（屋根防水）

ア トレ ー ヌイー ジ ーワ ン II ENS-25 厚 2mm 7,000 軽歩行密着工法（ベラ ンダ）

II II ENS-25N厚 2111111 7,200 軽歩行ノンスリップ（ベランダ）

II II ECS-35 厚 3mm 9,500 軽歩行密着工法（屋根防水）

／／ II ADS工法 厚 3mm 12,600 軽歩行通気緩衝工法

（屋根防水）
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ウレタン建材製品一覧

製 品 名 メ ー カ ー 規 格
標準価格（円／m')

備 考
（材工共単価）

オルタ ック 防水 田島ルーフィング昧 KUW-1 13,100 ウレタン複合W工法 6 mm厚

II 

” 
KUW-3 8,300 II (X-1対応）

II II KUS-3 7,800 ウレタン絶縁S工法

II II KUM-3 7,900 ウレタン軟接着M工法

II // KUB-3 11,000 ウレタン積層バリボー ド工法

II ／／ KUS-3 7,800 ウレタン絶縁S工法

II II KUC-4 8,700 ウレタン遮断サーモコート仕上げ

II ／／ KUI-3 12,000 ウレタン断熱ギルフォーム工法

II II KUP-4 27,000 ウレタン化粧三星ステップ仕上げ

II II KUT-4 9,100 ウレタン重歩行SPミネラコート仕上げ

II II KUL-3 6,600 ウレタンメッシュ補強密着L工法

／／ ／／ KUL-7 5,000 ウレタン密着L工法

ハマタイ ト U-7000 横浜ゴム條 H工法 2.5mm厚 6,400 露出ノントップコート仕上げ

（歩行用）

U-8000 ／／ Cエ法 3.0mm厚 6,900 露出ト ップコ ート仕上げ

（歩行用）

U-9000 II N工法 3.0mm厚 5,900 露出ト ップコ ート仕上げ

（非歩行用）

アーパン ル ー フ uvs II UVS-2(2 mm厚） 8,200 脱気 ・露出軽歩行

（立上り用4,900円／mり

II UVS-3(3 mm厚） 10. 200 脱気 ・露出歩行用（同上）

II UVS-5(5 mm厚） 15,100 脱気 ・露出軽運動用（同上）

超速硬化ウ レタ ン U-3000 II QF-1.5 (1.5mm厚） 9,500 住宅 ・都市整備公団仕様

（スプレーエ法）

U-3600 II QR-2.0(2.0mm厚） 11,250 スプレーエ法トップコート仕上げ

スム ーニィフロア ーBU-550 II ローラーフラットエ法 1,500 防塵用，耐摩耗性

U-5000 II コーティングエ法 4,600 クッション性，耐摩耗性

(2 0mm厚） （トップコート別途）

ユープ レックス UW-60 タケダユープレックス條 UW-01工法 5,000 露出歩行用（平面）

// ／／ UW-02工法 7,500 露出歩行用脱気工法

II II UW-03工法 6,400 露出軽歩行用脱気工法

II ／／ UW-04エ法 9,000 ウレタン舗装仕上げ工法

ユ ープ レ ック ス UF-85 II UF-02エ法 7,500 一般単層仕上げ(2mm厚）

// II UF-03工法 9,200 一般床複層仕上げ(3mm厚）

ユ ープレ ッ クス UWS-80 II UWS-01工法 12,500 通気緩衝防水工法

／／ II UWS-02工法 7,500 屋根防水工法

II II UFS-01工法 9,300 床工法

セ ピ ロ ン 日 新 工 業聡 K4-ll 4,790 屋上平場密着工法（非歩行用）

／／ ／／ K4-12 6,370 II II （歩行用）

II // K4-14 6,490 II 通気工法（非歩行用）

II II K4-15 7,910 II II （歩行用）

II II K4V-l 5,770 屋上立上り密着工法

II II K4V-2 6,440 II 

II II K4-13 4,890 ベランダ，開放廊下平場密着工法

（歩行用）

／／ II K4V-3 6,280 ベランダ，開放廊下立上り密着工法
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◆統計 賣料◆

ポリウレタン原料・主要製品の出荷量推移

原］；＼巴＼次 59年 60年 61年 62年 63年 平成元年

T D I 63,700 69,300 96,900 75,100 78,172 86,028 

M D I 67,700 70,900 83,800 92,300 99,956 107,573 

p p G 187,200 195,000 198,000 213,300 240,588 261,688 

製]̀＼]二、次59年 60年 61年 62年 63年 平成元年

ウレタンフォーム 194,400 206,600 220,000 240,100 216,681 283,373 

旦｛軟質フォーム 152,500 163,000 168,800 177,200 187,631 201,411 

硬質フォーム 41,900 43,600 51,200 62,900 74,050 81,692 

建築土木材料 52,900 55,300 57,300 58,500 60,420 63,469 

旦｛防水材料
25,700 26,400 27,900 26,360 27,680 29,225 

その他 27,200 28,900 29,400 32,140 32,740 34,244 

エラストマー 10,200 10,500 11,100 13,500 14,900 15,950 

塗 料 63,100 67,500 70,000 81,300 90,695 102,745 

註 (1) 上記は製品重量である。

(2) 建築土木用のその他は，床材，弾性舗装材，シー リング材などである。

(3) 100 t未満は整理した。

出

75,000 

70,000 

65,000 

60,000 

55,000 

50,000 

45,000 

荷 40,000
量

~ 35,000 
屯
ヽ

30,000 

25,000 

20,000 

15,000 

10,000 

5,000 

゜

、、

（ウレタン建築土木材料の出荷量推移）、、、、

ヽ

‘’ ‘’ 9,  ， 
，、

凪
9 、
’’ 

皐璽艦亘 60.420、、
’’ 犀 57,300 58,500 、、

、、 凪 屋 55,300

‘、＇’、 凪言’ 52,800 52,900 

／犀國二言 48,400
45,600 46,700 

ヽ

＇ 

ヽ

ヽ

平成2年 平成 3年 平成 4年

96,221 119,477 111,243 

127,275 120,469 145,987 

274,600 283,533 284,462 

平成2年 平成 3年 平成 4年

299,567 293,773 279,860 

215,186 211,582 197,015 

84,381 82,191 82,845 

71,670 71,653 72,525 

33,562 32,338 33,963 

38,108 39,315 38,589 

21,300 20,800 18,400 

107,307 107,800 110,500 

犀璽犀璽＇犀ニ
71,670 71,653 72,525 

△’  
63,469 

ヽ

（単位：屯）

平成 5年

121,870 

148,837 

261,427 

（単位 ：屯）

平成 5年

254,905 

177,527 

77,378 

67,890 

31,109 

36,781 

16,400 

106,600 

鼻璽曇
67,890 

55 56 57 58 59 60 61 62 63 平成元年平成2年平成3年平成4年平成5年
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日本ウレタン建材工業会役員名簿

会 長

副会長

副会長

大津山 峻茂く三井東圧化学陳〉

伊藤正巳 く保土谷建材工業悌〉

河合 俊三 ＜陳ダイフレックス〉

●理事●旭 梢 子 株 長尾俊郎

ア ト ミ ク ス 株 森本冗

斉藤梱塗料事業部真柄文男

新東洋合成椋月城則男

株ダイフレックス河合俊三

第一工業製 薬腑平野龍二

大日本インキ化学工業株）原田俊之

田島）レーフィング椋 洒野秀一

タケダユープレックス株風間清治

中外商工憫末尿公明

ディックプルーフィング株 吉村 進

株）東京ボース工業社八巻栄三郎

i
 

専門委 員 会

●理事●東洋ゴム工業憫拘杞勝史

日本特殊塗 料椋 森 哲

日新工業 （株大河内徳夫

東日本塗料株）西成四郎

日 立 化 成 工 材 椋 田 沼 恒 夫

保土谷建材工業梱伊藤正巳

三井東圧化学椋大津山駿茂

モルナイト興業 憫 矢野正敏

横浜ゴム株岡原民幸

●監事●小松合成樹脂掬吉川幸太郎

武田薬品工業閻田中道夫

●事務局長● 母藤松夫

▲ 

委員長

副委員長

委 員

長

長

員
員委

員委

副

委＇ 長

長

員

員

員

委
委

計

員委

副

委

統ー

ディックプルーフィング株式会社 （佐川 詔夫）

三井東圧化学株式会社 （鈴木 博）

大日本インキ化学工業株式会社 保土谷建材工業株式会社

株式会社ダイフレックス 旭硝子株式会社

田島）レーフィング株式会社 中外商工株式会社

東洋ゴム工業株式会社 第一工業製薬株式会社

保土谷建材工業株式会社（阪上

株式会社ダイフレックス（黒沢

三井東圧化学株式会社

アトミクス株式会社

ディックプルーフィング株式会社

恭行）

日出男）

旭梢子株式会社

新東洋合成株式会社

第一工業製薬株式会社

三井東圧化学株式会社 （鈴木 毅）

東洋ゴム工業株式会社（岡部敏夫）

旭硝子株式会社 武田薬品工業株式会社

保土谷建材工業株式会社 第一工業製薬株式会社

大日本インキ化学工業株式会社

株式会社ダイフレックス 日本特殊塗料株式会社
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会員名薄

． 正会員●

旭 梢 子 圏 100 東京都千代田区丸ノ内2-1-2千代田ピル

ア トミクス圏 174 乗京都板橋区舟渡3-9-6

小松合成樹脂圏 272-02 干葉県野田市中里222中里工業団地

斉藤圏塗料事業部 272-02 干葉県野田市中里中里工業団地

新東洋合成圏 550 大阪市西区靱本町2-9-11岡崎橋ピル

圏ダイ フ レ ックス 102 東京都干代田区平河町2-4-16平河中央ピル

武田薬品工業圏 103 東京都中央区日本橋2-12-10

第一工業製薬圏 600 京都市下京区塩小路烏丸西入乗塩小路町614

大日本インキ化学工業圏 101 東京都千代田区外神田6-1-8

田 島）レーフィング圏 120 東京都足立区小台1-3-1

タケダユープレックス圏 108 東京都港区芝浦2-15-16田町 KSピル

中 外 商 工 腕 550 大阪市西区靱本町1-5-14

ティックプルーフィング圏 103 東京都中央区東日本橋3-6-18NFピル

圏東京ボース工業社 116 東京都荒川区西日暮里2-45-2

東洋ゴム工業圏 151 乗京都渋谷区干駄ケ谷4-24-15

日本特殊塗料圏 114 東京都北区王子5-16-7

日 新 工 業 圏 120 東京都足立区干住東2-23-4

東日本塗料圏 124 榮京都葛飾区堀切3-25

日立化成工材 濶 317 日立市滑川本町5-12-15

保土谷建材工業圏 105 東京都港区浜松町1-18-14スバックスピル

三井東圧化学圏 100 東京都干代田区霞ケ関3-2-5霞ケ関ピル

モルナイト興業圏 350-13 埼玉県狭山市上赤坂妻恋河原607-2

横 浜 ゴ ム 梱 105 東京都港区新橋5-36-11． 賛助会 員 ●

平成 6年11月現在

03(3218)5405 

03(3969)3111 

0471 (29)3121 

0471(29)4331 

06 (446)6121 

03(3230)4311 

03(3278)2780 

075(343)6824 

03(5818)1842 

03(3927)1131 

03(5440)7031 

06 (443)7747 

03(3639)8531 

03(3801)1151 

03(3404)1251 

03(3913)6131 

03(3882)2424 

03(3693)0851 

0294(22)1313 

03(3437)9471 

03(3592)4702 

0429(59)2002 

03(3432)7111 

イハラケミカル工業憫 110

圏オカダエンジニアリング 103

活材ケミカル憫 105

和歌山精化工業憫 641

東洋紡績圏 103

日東紡績憫 103

野口興産圏 176

福田勘産業圏東京支店 103

東京都台乗区池ノ端1-4-26 03(3822)5251 

東京都中央区日本橋本町3-9-4HONCH03・9・4ピ）レ 03(3668)9705 

東京都港区虎ノ門3-8-21t-b.33森ピ）レ 03(3436)6471 

和歌山市小雑賀1-1-82

東京都中央区日本橋小網町17-9

0734(23)3247 

03(3660)4858 

東京都中央区日本橋浜町1-2-1日本橋浜町セントラルビル2F 03-3865-6704 

榮京都練馬区豊玉北2-16-1 03(3994)5601 

東京都中央区日本橋本町4-12-16

圏 □ーダス商会 140 東京都品川区南大井6-25-10大森l＼イツ212
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03(3361)6322 

03(3298)6571 



- 日本ウレタン建材工業会会誌「第18号」をお届けいたします。

今年は空梅雨．猛暑さらに水不足と当工業会会員にとりましても．大変な年でした。景気の方も徐々

に回復してきているとはいえ． まだまだ日本経済は低迷しておりますが，おかげさまで建築分野のウレ

タン出荷量は．堅調に推移しております。当工業会の団結をさらに強くし，来年度に繋げて行かねばな

らないと思います。

会誌以外に今年は，小冊子安全指針「防水工事における安全な作業をするために」を技術委員会の協

力を得て編集いたしました。今後の会員発展にお役にたてばと思っております。

今回「第 18号」につきましては，千葉工業大・小池教授を始め．建設省建築研究所・本橋健司氏，鹿

島建設・岩井技術課長，大成建設 ・鶴田主幹研究員の方々から，建設的な原稿を戴きまし た。さらに，

随筆として大林組の堀氏に＂水から火へ’'をご執筆して戴きまし た。誌上をお借りしまして，ここに厚

くお礼申し上げま す。 また当工業会からは，技術委員会より「一成分形ウレタン防水材の現状と展望」，

広報委員会より「ウレタン防水の位置付け」という題で掲載させて戴きました。会員の方々の参考にな

れば幸いです。

最後に，当会誌の企画編集にご協力戴いた方々， また数多くの写真，工事報告，広告等を戴きました

各社に厚くお礼申し上げます。 また，本誌の編集にご協力戴きましたテツアドー出版に深く感謝致しま

す。

広告索引

（ア行） 旭硝子卸・・・....................................7 

旭硝子コートアンドレジン昧…·……•• 7 

イIヽ ラケ ミカ）レ誅. . ・ ・ ・ ・・ ・・・・・ ・・ ・・・・・・・・ ・ ・・・ •45

（力行） 活材ケミカル昧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62

カネポウ ・エヌエスシー誅….... • ……• 2 

光栄商事（株・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ID

,J¥松合成樹脂（掬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・63

（サ行） 斎藤瞬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・65

誅ジックス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・67

新東洋合成誅・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. I 

清起工業俄・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・64

全日本ウレタン工事業協同組合………41

（夕行） 第一工業製薬卸.....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・65

昧ダイフレックス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表 4 

武田薬品工業聡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22

「ウレタン建材」第18号
平成 6年11月30日 発行

一委員長 保土谷建材工業昧

副委員長 昧ダイフレックス

委 員 旭硝 子誅

II アトミクス跨

II 新東洋合成卸

II 掬ダイフレックス
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II 保土谷建材工業闊

II 三井東圧化学（掬
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中外商工諒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・66
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卸東京ポース工業社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・63

東洋ゴム工業（桐・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・ 3 
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東京樹脂工業掬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・64

（ナ行） 日東紡績聡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

野口興産採・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..5 

（／ ＼行） パレンタン防水工事業協同組合•…… • • 80
保土谷建材工業諒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表 3 

（マ行） 三井東圧化学卸•.．． ． ． ． ．．．.．．.. ． ．． ． ．．．． ．．． ．.．． 4

ミリオネー ト会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・69

（ワ行） 和歌山精化工業諒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62
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製造元：保土谷建材工集株式会社

JIS A 6021認定製品…………………………………ウレタン塗膜防水材 9ゞ如、しクシ

9ゞ 如しク↓防水工事業協同組合員
（組合設立昭和46年）

●建設省愛計振発第154号認可

組

東部
大和工業（掬苫 小 牧 四
日新 建工 鞠札幌佃）
大和防水 工業 憐
中央建材工業掬札幌四
日新建工齢仙台ぽ
中央建材工業諒仙台血）
還青建材諒宇都宮図
桑原建材僻
富士建興諒
中央建材工業齢東京伎
富士工材僻
北條遵青工 業誅
井上澄青工 業諒
諒三；柏商会
；歴青建 材侶
三星産業僻
大和工業昧
日新建エ （株）
諒工業技術研究所
旭工業 昧
諒フ ロ ンテ
三和工業 （株）

中は五十鈴

中央建材工業（樹松本止）
諒折橋政次郎 商店
協同建材昧
松本工業 （株）
マ ッ コウ建設儲
三星産業掬名古屋閤
重喜防水工業 （株
辰巳防水工業 （有）
中央建材工業 （株
東海物産 （株）
伐リノテッ ク
東京建材工 業 （株）
（資）明光建材
名澄工業 （株）
日清建エ （株）
吉田防水 店
大田建材 （株）

匹部
中央建材工業誅大阪偽
大 阪 中 央 建材侑
三星産業掬大阪園
松美化違工業帷
棚田違材蛛
久下商店麻
大芝建材僻
和光工業昧

和内婁工業闊鳥取 四
中央 材工業碗広島叫
俄三洋技建
侶山本商会
大三工業僻
徳島大三工業誅
洵坂口工業所
洵藤田建材 工業
諒工材社
日違工材 昧
アオケン昧
三星産業 腑福岡儘
俄大二商会
諒北原建材 商会
諒沖縄装美 工業

合 員 名 戸斤 在 土也 電 能舌

苫小牧市大町 2丁 目 2-5
札幌市西区発寒十五 条4丁目 I- 15 
札幌市中央区大通り 西 16丁目 3（池JIIピル）
札幌市中央区南一条 匹 7丁目 12（北日本大通ピル）
仙台市青葉区昭和町 4- 9 （カーサ北仙台）
仙台市青葉区高松 2丁目 11- 15
宇都宮市宝木 l丁目 6軒 80- 6
東京都文京区後楽 2丁目 l0- 3
東京都新宿区大久1呆 3丁目 13-I 
東京都中央区銀座 7丁目 14-3（安田松慶ピ｝レ）
東京都江東区住吉 l丁目 11-5
東京都江東区永代 l丁目 6- 2
東京都品川区東五反 由 l丁目 8- l 
東京都千代田区外神田 2丁目 10-8
東京都千代田区神田佐久間町 2-4（丸和ピル）
東京都千代田区神田 小 川 町 3丁目 28
東 京 都 墨 田 区 墨 田 2丁目 28-17
東京都足立区千住東 2丁目 21-28
東京都文京区本郷 2丁目 12-6
東京都板ヰ喬区成増 3丁 目46- 9 
樟黄浜市西区浅閲町 4丁目 350- 2 
市川市相ノ川 l丁 目20-20

伊那市西春近5836- 1
松本市野溝木工 l丁目 6- 58 
高岡市二番町76
浜杉X市老沖木町2582
富 士 市 吉 原 1丁目 11- 8
静岡市登呂 5丁目 21- 48
名古屋市東区泉 2丁目 29-19
名古屋市北区大野町 4丁目 12
名古屋市西区砂原町207
名古屋市千種区高見 I丁目 6- l 
名古屋市千種区若水 3丁目 20-23
名古屋市千種区新西 2丁目 3- 6
名古屋市中村区稲上 町 l丁目 41
名古屋市西区城西 5丁目 23- 2 
尾張旭市庄南町 3丁目 9
春日井市大手田酉町字酉52- 4 
恵那市口大井町上茶 屋543- 1
四日市市追分 l丁目 8- |6

大阪市西区江戸堀 l丁目 8- 15（ニューエドパシピル）
大阪市西区江戸堀 l丁目 8- 15（ニューエドパシ ピル）
大阪市西区 京町堀 l丁目 1l- l（サ ンデック オ フ コム）
茨木市高田町25-11
神戸市灘区友田町 3丁目 2- l 
京都市右京区西院春栄町23
和歌山県東牟婁郡古座町西向842
松江市八幡町340-4
鳥 取 市 徳 尾 153-9 
広島市西区中広町 l丁目 4- 16（安藤ピル）
大 竹 市 立 戸 4丁目 I-47 
松山市三番町 7丁目 8-1
高 松 市 本 町 l丁目 17
徳島市北矢三町 l丁目 2-61 
徳島県板野郡藍1主町1主吉字逆藤39- 117
高知市中の島 1番 88
北九州市門司区大里東口 3- 10
福岡市城南区片江 4丁目 8 - 8
福岡市博多区上牟田 l丁目 18-23
福岡市中央区天神 4丁目 I-18（サンピ）レ）
宮崎市大字小松字竹 ノ内968
鹿児島市下伊敷町736-11
那覇市首里石嶺町 4丁目 164-3
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9t↓Lう土防水工事業協同組合
市務局 〒105 東京都港区，兵松町 l丁目 18-14 TEL 03-3431-6309 

保土谷建材工業株式会社内 F A X 03 3433 5720 
本 社 03--3437-9471 大阪 06-203-4651 仙台 022-296-2601

虚畠娼腐畠：贔口盆詮 贔嵩闘｝二闘［口俎翡
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,e4‘’土代は
輻広い用途に展開します。

新築から改修まで屋J:防水、
ベランダ、開放廊Fも……

パンレタンは、幅広い用途に適しています。屋」．．防

水はもとより、ベランダ、庇、開放廊下、室内防水ま

てニーズに応えたエ法がそろって L、ます。 またそれぞ

れの）IJ途において新築だけてなく、改修用途ての術要

はユーザーの皆様方に人きなメリットを提供します。

P（建設省愛計振発第154号認可）

9C49↓防7k工事業協同組合
〒105東京都港区浜松町1丁目 18番14号 TEL03(3431)6309

スパ ックスピル

の 保土谷建材工業株式会社
●本 社
〒|05東京都港区浜松町1丁目 18番14号 TEL 03(3437)9471的 スパックスピル

●大阪営業所云 06(203)4651 ●名古屋営業所ff052(231)7225

●札幌出張所ffOl1(231)7618 ●新南陽出張所ff0834(63)2584

●福岡営業所云092(751)3506 ●仙台出張所ff022(296)2601



超速硬化ウレタン機械化コントロール施エシステム

川崎市等々力陸上競技場

ダイフレックスは超速硬化ウレタン

では初めてJISA6021をクリアー

しました。

ダイフレックスクイックスプレー

工法は、防水の可能性を又一歩

進めました。

■用途： 錆板屋根

特殊形状屋根

脱気絶縁防水

開放廊下

一般床

競技場観客席

その他

4
 

DYFLEX 

株式会社ヲィフL,;''クス
本社 〒102東京都千代田区平河町2-4-16（平河中央ピル） TEL03(3265)2711（代表） FAX.03 (3230) 4654 




